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はじめに 


このたびは、本製品をお買い巧めいただき、まことにあり 
びとラございます。 

本製品を安全に正しく使ラために重要な事項び、付属の冊 
モ『安むしてお使いいただくために』に記載されています。 
必ずお読みになり、正しくお使いください。 

お読みになったあとは、いつでち見日れるよラにお手元に 
大切に保管してください。 


本書は、巧のみまりに従って書かれています。 


尸 化ずお読み < ださい。 


吾也してお巧いいただ<ために I 


V_ J 


KI 記号の意味 


A 警告 

"取扱いを誤った場合、使用者び死亡または重傷（*1)を負ラ 
ことび想定されること"を示します。 

A ま意 

"取扱いを誤った場合、使用者び傷害（*2)を負ラことび想定 
されるか、または物的損書（*3)の発生び想定されること"を 
术しよ 9 〇 




データの消失や、故障、性能低下を起こさないために守ってほし 
い内容、仕様や機能に関して巧っておいてほしい内容を示します。 

£5 メモ 

知っていると便利な内容をおします。 

\(3 役立つ操作集 

知っていると役に立つ操作を示します。 


このマニュアルや他のマニュアルへの参照先を示します。 

このマニュアルへの参照の場合'''「」 

他のマニュアルへの参照の場合… 『』 

おたすけナビ、できる dynabook への参照の場合… 《》 
《おたすけナビ（さくいん）： XXXX 》 と書いている場合、「お 
たすけナビ」の胞いこなしガイド]一[パソコンの設定]に 
ある「さくいん」で rxxxxj 項目を参照できます。 

おたすけナビにはさまざまな情報び記載されています。 


*1 重傷とは、失明やけが、やけど（高温•低温)、感電、骨折、中毒などで、後遺症が残るをのおよび治療に 
入院-長期の通院を要するをのをさします。 

*2 傷害とは、治療に入院や長期の通院を要さないけが-やけど-感電などをさします。 

*3 物的損害とは、家屋-家財および家畜-ぺット等にかかわる拡大損害をさします 
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B 用語について 


本書では、次のよラに定義します。 


システム 

特に説明びない場合は、使用しているオペレーティングシステム （0 S ) をおします。本製品 
のシステムは Windows Vista です。 

アプリケーションまたはアプリケーションソフト 

アプ U ケーションソフトウエアを示します。 

Windows Vista 

Windows Vista ® Home Premium を示します。 

MS-IME 

Microsoft ® Office IME 2007、または Microsoft ® IME を示します。 

おたすけナビ 

パソコン上で見ることのできる、電子マニュアルを示します。 

デスクトップ上の[おたすけナビ]アイコンをダブルク U ックして起動します。 

ドライブ 

HD DVD - R ドライブまたは DVD スーパーマルチドライブをおします。 

詳細について『ぃろぃろな機能を使ぉぅ1章0 CD や DVD、HD DVD を使う』 


HD DVD 书ドライブモデル 

HD DVD - R ドライブび内蔵されているモデルを示します。 

DVD スー パーマルチ ドライブモデル 

DVD スーパーマルチドライブび内蔵されているモデルを示します。 


Office 搭載モデル 

Microsoft ® Office Personal 2007および Microsoft ® Office OneNote ® 2007びプレイン 
ストールされているモデルを示します。 


G 40 シ U - ズ 

dynabookQosmio シ U - ズで、モデル名び 「 G 40」 で始まるモデルを示します。 

F 40 シリーズ 

dynabookQosmio シ U - ズで、モデル名び 「 F 40」 で始まるモデルを示します。 


ご購入のモデルのシ U - ズ名、モデル名、仕様については、別紙の 『dynabookQosmio * * 
* * (お使いの機種名）シ U —ズをお使いのかたへ』を参照してください。 
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mm 記載について 


•記載内容には、一部のモデルにのみ該当する項目びあります。その場合は、「用語について」 
のモデル分けに準じて、「* * * * モデルの場合」や「****シ U — ズのみ」などのよラ 
にを記します。 

• インターネット接続については、ブ□-ドバンド接続を前提に説明しています。 

•アプ U ケーションについては、本製品にプレインス I ルまたは付属の CD / DVD か日イン 
ス I -ールしたバージョンを使用することを前提に説明しています。 

•[コント□-ルパネル]画面には「コント□-ルパネルホーム」と「クラシック表示」の2 
種類びあり、本書では、「コント□ールパネルホーム」に設定していることを前提に説明し 
ています。「クラシック表示」になっている場合は、[コント□-ルパネルホーム]をクリツ 
クしてください。 



读示例) 


• 本劃こ記載している画面やイラストは一部省略したり、実際の表示とは異なる場合びあります。 


匪 ■Trademarks 

• Microsoft . Windows、Windows Media . Windows Vista 、 Aero 、 OneNote 、 


Outlook 、 Excel は、米国 Microsoft Corporation の米国およびその他の国における登録商 
標または商標です。 

• Intel 、 インテル、インテル Core 、 Centrino は、アメ U 力合衆国およびその他の国における 
Intel Corporation またはそのモ会社の商標または登録商標です。 

•おたすけナビは、株式会社東芝の商標です。 

• TRENDM に R 0、 ウイルスバスターはトレンドマイク□株式会社の登録商標です。 

• 旨00スティックは、 NTT レゾナント株式会社の商標です。 

•「 PC 引越ナビ」は東芝パソコンシステム株式会社の商標です。 

•「できる」は、株式会社インプレスの登録商標です。 

•「アイフィルター」は、デジタルアーツ株式会社の商標です。 

• Fast Ethernet 、 Ethernet は富±ゼ□ックス株式会社の商標または登録商標です。 


取扱説明書に掲載の商品の名称は、それぞれ各社び商標および登録商標として使用している場 
合びあります。 
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インテル CentrinoDuo プ□セッサー•テクノ□ジーにごいて 

なの3つのコンポーネントを搭載したパソコンをインテル Centrino Duo プ□セッサー-テク 
ノ □ジー搭載と呼びます。 

• インテル® Core 2 Duo プロセッサー 

•モノ（イルインテル® GM / PM 目 6 已 Exp 旧 SS チップセット 

•インテル® PRO/Wireless 394已 ABG ネットワーク-コネクション-フアミ U - 

プロセッサ （ CPU ) に関するごミち意 

本製品に使われているプ□セッサ （ CPU ) の処理旨轨は次のような条件によって違し佩現れます。 

• 周辺機器を接続して本製品を使用する場合 
• AC アダプタを接続せずノ（ッテ U 駆動にて本製品を使用する場合 
•マルチメディアゲームや特殊効果を含む映像を本製品にてお楽しみの場合 
•本製品を通常の電話回線、ちしくはほ速度のネットワークに接続して使用する場合 
•複雑な造あに使用するソフト（例えば、運用に高性能コンピュータび必要に設計されている 
デヴィン用アプ U ケーションソフト）を本製品上で使用する場合 
• 気圧びほい高所にて本製品を使用する場合 
目安として、標高1.000メートル （3. 280フイート）じ(上をお考えください。 

•目安として、気温已〜3ぴ C (高所の場合2已で）の範囲を超えるよラな外気温の状態で本製 
品を使用する場合 

本製品の八ードウエア構成に変更び生じる場合、 CPU の処理能力び実際には仕様と異なる場合 
びあります。 

また、ある状況下においては、本製品は自動的にシャットダウンする場合びあります。 

これは、当社び推奨する設定、使用環境の範囲を超えた巧態で本製品び使用された場合、お客 
様のデータの喪失、破損、本製品自体に対する損書の危険を減日すための通常の保護機能です。 
なお、このよラにデータの喪失、破損の危険びありますので、必ず定期的にデータを外部記録 
機器にて保をしてください。また、プ□セッサび最適の処理能力を発揮するよラ、当社び推奨 
する状態にて本製品をご使用ください。 

■巨4ビットプ□セッヴに関するを意 

己4ビット対応プ□セッサは、己4ビットまたは32ビットで動作するように最適化されています。 
己4ビット対応プ□セッサはじ(下の条件をすべて満たす場合に64ビットで動作します。 

•己4ビット対応の 0 S (オペレーテイングシステム）びインストールされている 
•己4ビット対応の CPU / チップセットび搭載されている 
•日4ビット対応の BIOS び搭載されている 
• 己4ビット対応のデバイスドライバびインス I -ールされている 
•己4ビット対応のアプ I 」ケーションびインス I -ールされている 

特定のデノ（イスドライバおよびアプ U ケーションは64ビットプ□セッサ上で正常に動作しない 
場合びあります。 

プレインス I -ールされている 0 S び、己4ビット対応と明示されていない場合、32ビット対応 
の 0 S びプレインス I -ールされています。 
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この他の使用制限事項につきましては取扱説明書をお読みください。また、詳細な情報につい 
ては東芝 PC あんしんサポート01 20-97-1 04別こお問い合わせください。 


mm 着作権について 


音楽、映像、コンピュータ•プ□グラム、データベースなどは著作権法により、その著作者お 
よび著作権をの権利び保護されています。こラした著作物を複製することは、個人的にまたは 
家庭内で使用する目的でのみ行ラことびでさます。上記の目的を超えて、権利者の了解なくこ 
れを複製（データ形式の変換を含む)、改変、複製物の譲渡、ネットワーク上での配信などを行 
ラと、「著作権侵書」「著作ち人格権侵書」として損書賠償の請巧や刑事処罰を受けることびあ 
ります。本製品を使用して複製などをする場合には、著作権法を遵守のラえ、適切な使用をむ 
びけてください。 


■1 遅リリ—ス情巧について 


n 」 u —ス情報」には、本製品を使用するラえでのま意事項などび記述されています。 

必ずお読みください。巧の操作を行ラと表示されます。 

①[スタート]ボタン（@)一 [すべてのプ□グラム]一[はじめに] 一 [ UU - ス情制 
をク1」ツクする 


E ■巧い終わったとを 


パソコンを使い終わったとさ、電源を完全に切る方法のほかに、それまでの作業をメモ U に保 
をして一時的に中断する方法びあります。この機能を、「スリーフ」と呼びます。 

ス U —プ機能を実行すると、次に電源スイッチを巧したとさに素早く中断したとさの状態を再 
現することびでさます。 

ス U —プ機能を実行すると数秒で作業を再開でさますび、バッテ U を消耗します。バッテ U を 
使い切ってしまラと保をされていないデータは消失するので、 AC アダプタを取り付けて使用す 
ることを推奨します。 

数日じ(上使用しないとき、増設メモ U やバッテ U パックの取り付け/取りはずしのときなどは、 
ス U —プ機能を実行せずに、電源を切ってください。 

電源を切る/ ス 1」ープ機能「1章0使い終わりと使いはじめ」 
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lEi お願い 

•本製品の内蔵八ードディスクにインス I ルされている、または付属の CD / DVD か日イン 
ストールしたシステム （0 S )、 アプ U ケーションじ(外をインス!-ールした場合の動作保証は 
でさません。 

• Windows 標準のシステムツールまたは本書に記載している手順 LU 外の方法で、パーティ 
ションを変更-削除-追加しないでください。ソフトウエアの領域を壊すおそれびあります。 

•内蔵八ードディスクにインス I ルされている、または付属の CD / DVD か日インス I ル 
したシステム （ OS )、 アプリケーションは、本製品でのみ利用でさます。 

•購入時に定め日れた条件じ(外で、製品およびソフトウエアの複製ちしくはコピーをすること 
は禁じられています。取り扱いにはミ主意してください。 

• 本製品に内蔵されている画像は、本製品上で壁紙に使用する L ソ外の用途を禁じます。 

•パスワードを設定した場合は、忘れたとさのために必ずパスワードを控えておいてください。 
パスワードを忘れてしまって、パスワードを解除できなくなった場合は、使用している機種 
(型街を確認後、保守サービスに連絡してください。有償に口（スワードを解除します。 
HDD パスワードを忘れてしまった場合は、八ードディスクドライブは永久に使用できなく 
なり、交換対応となります。この場合ち有償です。またどちらの場合ち、身分証明書（お客 
様自身を確認でさる物）の提示び必要となります。 

• 本製品はセキュ U ティ巧策のためのパスワードの設定や、無線 LAN の暗号化設定などの機能 
を備えていますび、完全なセキュ U ティ保護を保証するちのではありません。 

セキュ U ティの問題の発生や、生じた損書に関し、弊社は一切の責任を負いません。 

•ご使用の際は必ず本書をはじめとする取扱説明書と『エンドユーヴ使用許諾契約書』および 
『ソフトウエアに関するミ主意事項』をお読みください。 

• アプ U ケーション起動時に使用許諾書び表示された場合は、内容を確認し、同意してくださ 
し、。使用許諾書に同意しないと、アプ U ケーションを使用することはでさません。一部のア 
プ U ケーションでは、一度使用許諾書に同意すると、じ(降起動時に使用許諾書び表おされな 
くなります。 U カバ U を行った場合には再び使用許諾書び表示されます。 

•『東芝保証書兼お客様登録カード』は、 r 東芝保証書」と「お客様登録カード」を中央の切り 
取り線で切り離せます。「東芝保証書」は記入内容を確認のラえ、大切に保管してください。 

本製品のお客様登録（ユーヴ登録）をあ日かじめ行っていただくよラお願いしております。本体 

付属の『お客様登録カード』または弊社ホームページで登録でさます。 

詳細について「6章 D お客様登録の手続き」 

m [ユーザーアカウント制御]画面について 

操作の途中で[ユーヴーアカウント制御]画面び表示された場合は、そのメッセージをを意し 

て読み、開始した操作の内容を確認してから、[続行]または[許可]ボタンをク U ックしてく 

ださい。 

パスワードの入力を巧め5れた場合は、管理者アカウントのパスワードで認証を行ってくださ 

し、。 
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■ パソコンの巧促 

—セットアップー 

この章では、パソコンの置き場所、 Windows のセットアップ、電源の 
切りかた/入れかたなど、お買い上げいただいてから実際に使い始め 
るまでの準備と、他のマニュアルについて説明しています。 

1使う前に確認する . 12 

2最適な場所で使う . 13 

3 Windows を使えるようにする 

—Windows セットアップー . 14 

4使い終わりと使いはじめ . 33 

使いかたをパソコンの画面で見る 

—画面で見るマニュアルー . 41 













■箱の中身の確認 

『dynabook Qosmio * * * * (お使いの機種名）シ U — ズをお使いのかたへ』を参照して、 
付属品びそろっているか、確認してください。足りない物びある場合や、破損している物びあ 
る場合は、東芝 PC あんしんサポートに問い合わせてください。 

まち PC あんしんサポート『ま芝 PC サポートのご案内』 

■型番と製造番号を確認 

パソコン本体の裏面に型番と製造番号び記載されています。保証書に同じ番号び記載されてい 
ることを確認してください。番号び違ラ場合や、不備びあった場合は、東芝 PC あんしんサポー 
卜に問い合わせてください。 

記載位置について『ぃろぃろな機能を使ぉ51章 D 各部の名称』 


ちれずに巧つてください 
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■ Product Key は大切に保管 

本製品には、パソコン用基本ソフト （0 S ) としてマイク□ソフト社製の Windows び用意され 
ています。この Windows にそれぞれ割り当て日れている管理番号を 「Product Key 」 といい 
占9 〇 

Product Key はパソコン本体に張日れているラベルに印刷されています。 

このラベルは絶対になくさないよラにしてください。再発行はでさません。 

紛失した場合、マイク□ソフト社か日の保守サービスび受け日れなくなります。 


■海が保証を受けるには 

ミ毎外で使用するときは「海外保証（制限付)」 ( ILW:lnternational Limited Warranty ) によ 
り、海外の所定の地域で、保証書に記載の無料修理規定および制限事項-確認事項の範囲内で 
修理 サービスを 利用でさます。 

利用方法、保証の詳細については『海外保証（制限付）のご案内』の記載内容および保証書に 
記載の無料修理規定を読んで、確認してください。 


■保証書は大切に保管 

故障やトラブルび起こった場合、保証書びあれば保証期間中 
(保証期間については保証書を確認してください）は東芝の無 
償（無料）保守サービスび受け日れます。 

保証書に記載の内容を読んで、確認したあと、大切に保管し 
てください。 


■使用する前に 

本製品を使用する前に、必ず本書をはじめとする取扱説明書と『エンドユーヴ使用許諾契約書』 
および『ソフトウェアに関するミ主意事項』を読んでください。 


箱を開けた6まずはこれか6 





ほ3巧に確認ずる 


パソ n ンの準備—セットアップ— 








mm パソコンに最適な環境とは 

人間にとって住みやすい温度と湿度の環境び、パソコンにち最適な環境です。 



なの点にミ主意して置さ場所、使ラ場所を決めてください。 

• 安定した場所に置さましよラ。 

不安定な場所に置くと、パソコンび落ちたり倒れたりするおそれびあり、故障やケガにつな 
びります。 

• 温度や湿度び高いところは避けましよラ。 

暖房や加湿器の送風び直接あたる場所はよくありません。 

•強い磁気を発するちのの近くで使用しないでください。 

磁石はちちろん、スピーカ、テレビの近くは磁気の影響を受けます。磁気ブレスレットなど 
もパソコンを使用するときははずすようにしましよう。 

• 照明や日光びあたる位置ち考慮しましよラ。 

照明や日光び直接ディスプレイにあたると、反射して画面び見づ5くなります。 

• ラジオやテレビの近くで使用しないでください。 

ラジオやテレビの受信障害を引き起こすことびあります。 

• 無線通信装置か日離してください。 

携帯電話ち無線通信装置の一種です。 

•パソコンの通風孔をふさびないよラに置さましよラ。 

通風孔はパソコン本体内部の熱を外部に逃びすためのものです。ふさぐと、パソコン本体内 
部び高温となるため、本来の性能を発揮でさない原因や故障の原因となります。 



2 I 最適な場所でほミ 



パソ n ンの準備—セットアップ— 
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ウインドクズ 


Windows をほえるよ3にずる 

— Windows セットアップー 


パソ n ンの準備—セットアップ— 






且 Windows を使えるようにする - Windows セッ ト アップ- 


セットアップをするときのを意 — 

■ 周辺機器は接続しないでください 

• セットアップは AC アダプタと電源コードのみを接続して行います。 

セットアップび完了するまでは、プリンタ、マウスなどの周辺機器や LAN ケーブルは接続しない 
で < ださい。 

■ 途中で電源を切6ないでください 

•セットアップの途中で電源スイッチを押したり電源コードを抜くと、故障や起動でさない原因に 
なり、修理び必要となることびあります。 

■ 操作は時間をあけないでください 

•セットアップ中にキーボードの操作び必要な画面びあります。時間をあけないで操作を続けてく 
ださい。 

3□分け上タッチパッドやキーボードを操作しなかった場合、画面に表示される内容び見えな< 
なる場合びありますび、故障ではありません。 

もラ]度表示するには 、I 5 H // T 1 キーを押すか、タッチパッドをさわってください。 


電源コードと AC アダプタを接続する 

次の図の①^②^③の順で行ってください。 

■ G 40 シリーズの場合 





パソ n ンの準瞄—セットアップ— 


5 







































凸 Windows を使えるようにする -Windows セツトァップ- 


■ F 4 □シリーズの場合 



I 接続すると 

■ G 40 シリーズの場合 

DC IN 1_ ED び青色に点灯します。また 、 Battery □ LED びオレンジ色に点灯し、バッテ 

U への充電び自動的に始まります。 


パソミの準備-セットアップ- 






























且 Windows を使えるようにする - Windows セツトァップ- 


■ F 40 シリーズの 場合 


DC IN * 1 に D び青色に点灯します。また 、 Battery □ LED びオレンジ色に点灯し、バッテ 
U への充電び自動的に始まります。 




ソ 

□ 

ン 

の 

準 

備 

I 

セ 

ジ 

卜 

ア 


電源を入れる 


ジ 

プ 

I 



パソコンのディスプレイを開ける 

ディスプレイを開閉するとさは、傷や巧れびつくのを防ぐために、液晶ディスプレイ 
(画面）部分には触れないよラにしてください。 

■ G 40 シリーズの 場合 



ディスプレイ開閉ラッチ- 

ディスプレイ開閉ラッチを巧し①、片手でパームレスト（キーボード手前部分）をお 
さえた状態で、ゆっくり起こしてください②。 
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凸 Windows を使えるようにする -Windows セツ トアップー 


IF 40 シリーズの場合 
ディスプレイ 



ディスプレイ開閉ラッチ 


ディスプレイ開閉ラッチをち方向へスライドさせたまま①、片手でパームレスト 
(キーボード手前部分）をおさえた状態で、ゆっくり起こしてください②。 

電源スイッチを巧す 
■ G 40 シリーズの 場合 

Power む LED び青色に点打するまで電源スイッチ（むマークのついているボタン) 
を巧してください。 




パソ n ンの準瞄—セットアップ— 
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且 Windows を使えるようにする - Windows セツトァップ- 


■ F 40 シリーズの 場合 

Power む LED び青色に点灯するまで電源スイッチ（むマークのついているボタン) 
を巧してください。 



パソコンび動作中は電源スイッチび青色に点灯しています。 

これでパソコンの準備は完了です。 

続いて Windows のセットアップに進みます。 

[ Windows のセットアッス画面び表示されるまで、しば日くお待ちください。 

爲メモ 

• [ Windows のセットアッス画面が表示されるまで、しばらく時間がかかりますが、この 
間に電源を切らないよラにしてください。 



パソ n ンの準瞄—セットアップ— 


9 

















凸 Windows を使えるようにする -Windows セットアップ- 


ES Windows の七ットアップ 

パソコンび起動した日、 [ Windows のセットアッス画面び表示されます。 

個または地域]欄に旧本」と表示されていることを確認し、[巧へ] 
をクリックする 


し/か Windows の它ットアジブ 


な 


Windows Vista * Home Premium 


国また I 封が s に)； I 日 


居刻と坦貨のお式任)；「日本語(日本） 


キーポードレイアウト化)；ド licrosoftIME 


TOSHIBA 




Copyright © 2006 M にの soft Corpora 口 on. All riqhts reserved. 


■クリックとは ■ 

タッチパッドに指をおいて、上下左ちに動かすと、 
指の動さに合わせてディスプレイ上の「」（ポイ 
ンタ）び動さます。 

目的の位置にポインタを合わせたあと、左ボタンを 
回巧す操作を「クリック」といいます。 


タッチパッド 


] 回巧^ 


詳しい使いかた『いろいろな機能を使おラ 
1章 Q - H タッチバッドで操作する』 



[ライセンス条項をお読みになってください]画面び表示されます。 
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且 Windows を使えるようにする -Windows セツ トアッ プ- 


ライセンス条項の内容を確認し、 [ライセンス条項に同意します]の左 
にある □ をクリックする 


ライセンス条項に同意 


ライセンスを項に同意しないと、セットアップを続行することはできず 、 Windows 
を使用することはできません。 

表示されている条項文の続さを表示するには、画面のち側にある-ボタンをクリッ 
クします。 


巧 Windows のたットアップ 

ライ t ンスを頂をお養みになつて<ださい 


>トウ； t アライセンスを巧 


UDOWS VISTA HOME B 
WDOWS VISTA HOME P 


E PREMIUM 
WINDOWS VISTA ULTIMATE 

本ライセンスを巧は、お宮なと 

-本ソフトウ t アを本デバイスと巧に頒巧する本デバイス裝這ぎ、または 

-ホソフトウホアを本デバイスと巧に頒巧するホソフトウ f アのインストー 
ル業まとの契巧を巧巧しまネ。 


图ライ它ンス条項に同育します ( A ) 


巧へ 【 N ) 


□ をク U ックすると巨]になります。 

[なへ]ボタンをクリックする 


な 巧 Windows のたがトアップ 

ライ它ンスち巧をお養みになつてください 


S VISTA 
S VBTA 


ソフトウ玉アライセンヌま巧 
HOME BASIC 
HOME PREMIUM 


ホラィセンスを巧は、わを!まと 

-ホソフトウ *7 を水デバイスと巧に：8頁巧するホデバイス梨這ま.または 


-ホソフトウ *7 を木デバイスとなじ捕巧するホソフトウ X アのインストー 
ル業まとの契巧を巧なします。 


两ライ t ンスを巧に同宜します ( A ) 


[| 《へ 【 N } |1 


[ユーヴー名と画像の選択]画面び表示されます。 
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凸 Windows を使えるようにする -Windows セツ トアップー 


I Windows Vista では、複数のユーヴび1台のパソコンを別々に使用することびでき 
ます。 

そのとさ、使用するユーヴによって違ラ環境で Windows を起動でさるので、 
Windows 起動時にどのユーヴび使用するのかを識別する必要びあります。そのため 
に、複数のユーヴび使用する場合は、ユーヴそれぞれを区別するための名前を登録し 
ます。 

なの手順で入力するユーヴ名は、管理ちユーヴを登録するためのちのです。どんな名 
前でち良いので、自分であることを識別でさるよラな名前を入力してください。 
管理をユーヴとは、複数のユーヴでパソコンを使用する場合、全体を管理して他の 
ユーヴの使用制限を設定したりでさるユーヴです。 

g ユーザの名前を入力する 

■ [ユーヴー名を入力してください]と書いてある下の欄に、管理者ユーヴの名前を入 
I 力してください。「1」（カーソル）び表示されている位置から文字の入力びでさます。 



文字の入力方法、入力に使ラキーの位置については、『アシストシート』に簡単な説 
明びありますので、参照してください。 

rdynabookj と入力するときは、キーボードで回囚回囚回回回因と巧し 
よ苗 0 

■ キーを押してち表示されないときは 

キーを押してち文字び表示されない場合は、入力欄に「 I 」び点滅しなび日表示され 
ていることを確認してください。表示されている位置から文字などを入力でさます。 
表示されていないとさは、[ユーヴー名を入力してください]の下の欄をク I 」ックし 
てください。 


ユーザの 名前を入力ずる 



パソ n ンの準瞄—セットアップ— 
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且 Windows を使えるようにする -Windows セツトァップ - 


■入力を間違えたときは 

入力を間違えたとさは次の操作で文字を削除して、ちラ]度入力しましよラ。 
• 力ーソルの左側の文字を削除する . [BACKSPACE I キーを巧す 


カーソルのち側の文字を削除する . | DU | キーを巧す 

カーソルを左ちに動かすには、 


キーまたは I キーを巧します。 


他のユーヴは、後で登録でさます。 


パスワードとは、それを入力しないとなのステップに進めないようにできる、特定の 
文字列です。 

ここでは 、 Windows Vista を起動するときに入力しないと、起動できないようにす 
るためのパスワードを設定します。これを 「 Windows □グオンパスワード」と呼び 
ます。 

パスワードを入力する 

[パスワードを入力してください]と書いてある下の欄に、 Windows □グオンパス 
ワードとして設定したい文字を入力してください。 

Windows □グオンパスワードは半角英数字で] 27文字まで設定でさますび、8文字 
LU 上で設定することを推奨します。英字の場合、大文字とル文字は区別されます。 
Windows □グオンパスワードを入力しないでそのまま次の画面へ進むことちできま 
すび、セキュ U テイ上、設定することを強くおすすめします。 


© 


I Windows のたツトアダプ 


ユーヴーると西択 


ごの：1-ヴーると面〇 はユーブーアカつント を g します • ここで作巧するアカウントは、コン 
ピュータの芭理吾アカウントです， 


m 

ユーヴーちを入力して<ださい（巧； John ){ li ); 

dvnabook 

>>なつードを入力してください【宿さ)出)； 




このユーヴーアカウシトでを用する西宙を送巧してください； 

life '* h む.411!險 


巧への} 


入力した文字は「♦♦♦♦♦」で表示されるため、画面を見て確認することはでさま 
せん。入力し間違えてち画面ではわからないので、気をつけて入力して<ださい。 
Windows □グオンパスワードを入力すると、すぐ下に[パスワードをもう一度入力 
してください]といラ入力欄び表示されます。 


パスワードを入力する 
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凸 Windows を使えるようにする -Windows セツ ト ァップ- 


パスワードをもう1度入力する 

[パスワードをちラー度入力してください]と書いてある下の欄に、手順0で入力 
した Windows □グオンパスワードを、もう]度入力してください。 


巧 Windows の它ットアかブ 


ユーヴーると西み石送が 


ごのユーヴーると宙 g ( むーヴーアカウント を爱しまず,ここでけ巧ずるアカウントは，コン 
ビュータの居ま吾アカウントです. 


ユーヴーちを入力してください（巧： 3ohn)(U); 


dynabook 

JO つードを入力してください（巧 g) 化)： 


ノ〇•つードをちう 一S 入力してくだちい瞄： 


このユーヴーアカウントで巧巧する西®を这巧してください： 

因 fe ^曲む、4损險 


巧へ脚 


パスワードのヒントを入力する 


設定した Windows □グオンパスワードを忘れてしまったときのために、ヒントを入 
力しておいて、パスワード入力画面で表示させることびでさます。 

必要な場合はパスワードのヒントを入力する 

[パスワードのヒントを入力してください（省略可能)]と書いてある下の欄に、それ 
を読めば自分だけはパスワードを思い出せるようなヒントを入力してください。 


《み 色 Windows の它ジトアジフ 


ューヴーると田》(35*?« 


ごのユーザーちと Bg 吐ユーザーアカつント を g します • ここで巧まするアカウントは、コン 
ピユー タの居理音アカウントです. 


ユ ーヴー るを入力してください【巧； 3ohn)aJ); 


dynabook 

) なつー ドを入力してください（巧 S)(E): 


ノ tX つードをちラー度入力してください度)： 


，なつー ドのヒントを入力して < ださい【首巧巧を)吐か 


このユーヴーアカウントザちち r 




《へ脚 I 


パスワードのヒントは入力を省略することちできます。 

その場合は、何ち入力しないで手順〇に進んでください。 



パソ n ンの準瞄— セットアップ— 










































Windows を使えるようにする - Windows セットアップ- 


ューザの画像を選択ずる 


どのユーヴであるのかを示すために、ユーヴ名の他に画像を登録することちできます。 

[ H 使いたい画像をクリックする 

画面下部の画像群から、使いたい画像をク U ックしてください。 


巧 Windows のたがトアップ 


ーヴーると西# 0)3 巧 


このユーブーをと西<81 丈二ーブーアカつント ををしまず • ここで作ぶするアカウントは、コン 
ピュータの宫理吾アカウントです. 


ユーヴーるを入力してください（巧； John ) 山)： 
dynabook 

/口つードを入力してください（巧男)の： 


/なつードをち 5- S 入力してください ( E ): 


/なつードのヒントを入力してください（さ巧巧お)(试： 


このユーヴーアカウントで巧用する西«を这巧してください； 


feifc が.*^0!睽 


巧へ比!） 


[巧へ]ボタンをクリックする 


毎 州 ndows のたジトアップ 
ユーヴー备と田《©»択 


ごの：1-ヴーると面か む!ーブーアカつント を g します • ここで作ぶするアカウントは、コン 
ピュータの宫理吾アカウントです， 


m 


ユーブーちを入力して<ださい（巧； John ) 山)： 
dynabook 

J なつードを入力してください（植男)出)； 


スフードをちラー度入力してくださいに)： 


ゾなつードのヒントを入力して<ださい（爸巧巧11)(边； 


頃びる 

このユーヴーアカウシトでを用する西宙を适巧してください； 

麗 ft' 4 &む*。店颗險 


-巧への！」] 


[コンピュータ名を入力して、デスクトップの背景を選択してください。]画面び表示 
されます。 
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凸 Windows を使えるようにする -Windows セットアップ - 



-夕の名前を入力ずる 


コンピュータに名前をつけるのは、使用するパソコンを他のパソコンと区別するため 
です。ネットワークに接続する場合は、必ず設定してください。 

コンピュータの名前を入力する 

[コンピュータ名を入力してください]と書いてある下の欄に、半角英数字で任意の 
文字列を入力してください。半角英数字じ(外は使用しないでください。またこのとさ、 
同じネットワークに接続する〕ンピュータとは別の名前にしてください。 


〇巧 Windows の它ットアかブ 


コンピユータをを入力して、デスクトジブの背景を适巧してください. 


\曲 


コンュー々ち を入力してください(巧： Office-PC)(D： 
dynabook-PC 


デスクトップのち夏5这巧レてください（るで、コントロールバネルで空更巧巧です)： 

■誦巧 W 巧 

責 TOSHIBA 晋置 


Windows のま貢 


巧へ (N} I 


读示例） 


背景画像を選択ずる 


パソコンの画面（デスクトップといいます）の背景を設定します。 

使いたい画像をクリックする 

画面下部の画像群か日、使いたい画像をク U ックしてください。 

ク U ックすると、選択した画像び実際の背景に表示されます。 


巧 Windows のむトァかブ 


コンピユータ名を入力して、デスクトジブの背貴をま巧レてください. 


み 


コンュー々ち を入力してください(巧： Office-PC)(D： 
dynabook-PC 


デスクトップのち香を巧巧してください牌で、コントロールバネルで空‘更巧おです)： 

晒 ■■ 巧 we 


巧べ N} I 


读示例） 



パソ n ンの準瞄—セットアップ— 


% 
































Windows を使えるようにする -Windows セツトァップ - 


[次へ]ボタンをクリックする 


た州 ndows のたットアップ 

コシピュータるを入力して.デスクトップの肯臭を通おしてください， 


コンピュータを を又力して<ださい(巧： Office-PC) 任)； 



dynabook-PC 


デスクトップの背夏を里巧して<ださい（巧で、コントロールバネルで巧ま巧をです)； 

• ■誦呵巧 

Windows の atS TOSHIBA ち夏 


I 《へ 【 N ) ； 


(表示例） 


[ Windows を自動的に保護するよう設定してください]画面び表示されます。 


-夕の保護の設定をずる 


[推奨設定を使用します]をクリックする 


、•，巧 Windows のたかトアップ 

Windows を目技のにをまするよラ設定して<ださい 




巧愛設定を便巧します ( R ) 

垂きなま巧プ□クラムウ巧まのま巧プロクラムをインストールしたり、インターネジ h 
の巧民をより安全にしたり、オンラインで Pp 3 置の餐巧呈を在留した0します. 


重贾な更巧プ□グラムのみインストールしますの 




Windows 巧の它キユリテイの至巧プ□クラムおよびその化のま g な巧巧ブ□クラムの 
みインストールします. 


をで巧をします {A) 

ii 巧されるまで、このコンピユータに t キユリテイの巧至げまる巧おをザをります • 


三!—';じが-シミ 之 


T ごな巧ち巧をち5,，ミ T 


巧受設定を巧用するとき.まにはま巧ブロクラムをインストールするときに、一却の信巧ザ 
Mic の soft にをちされます，をちされたザ.お客话を巧がした0、お客をこま留を巧ったり 
するたのに巧用されることはを。ません. ブ亏ノバろ—:こがするき巧すド!串六- r--'.. 


[時刻と曰付の設定の確認]画面び表示されます。 


パソ|1>霍備-セットアップ- 


























凸 Windows を使えるようにする - Windows セッ ト アップ- 


時刻と日付を確認ずる 


コンピュータの内蔵時計の時刻と日付び合っているかどラか、確認します。 

時刻と日付を確認する 

合っていない場合は、正しい内容に設定してください。 

[タイムゾーン]は、欄のちにある 
▼ をク I 」ックして、表示された 
地名か日 r 大阪、化幌、東京」を 
ク I 」ツクしてください。 



’年•月の左ちにあるィまたは 
をク I 」ックすると、月ごとに 
順に表示び切り替わります。 

年-月を合わせてから、下の該当 
する曰をク I 」ックしてください。 

時刻表おのちにある Q または 
ra をク U ックすると、順に数字 
び切り替わります。 

変更したい時/分/秒をク U ック 
してか日巨]またはをク I 」ッ 
クしてください。 


メモ 


時刻と日付は Windows セットアップ終了後に設定することをでをます。 

時刻と日付び合っていないと、本製品に用意されているウイルスチェックソフトなどの使用 
期限のあるアプリケーションでは、アプ I 」ケーションの設定後から適用される使用期限など 
び、正しく計測されないことびあります。そのため、この時点で、時刻と曰付び合っている 
ことを必ずお認してください。 


日付と時刻の設定 『Windows ヘルプとサボート』 



パソ n ンの準瞄— セットアップ— 




























凸 Windows を使えるようにする -Windows セツトァップ- 


[巧へ]ボタンをクリックする 



[ありびとラございます]画面び表示されます。 

[開夕台]ボタンをク U ックする 


《さ お Windows か tw トアップ 

© 

ありげとラございます 








凸 Windows を使えるようにする -Windows セツ トアップー 


Windows セットアップび終了すると、コンピュータのパフォーマンスを確認する画 
面び表示されます。 

画面下部に[しばらくお待ちください。]と表示されている間は、何ち操作しないで 
お待ちください。 

パフォーマンスの確認び終了すると、 Windows □グオンパスワードを入力する画面 
び表示されます。 

手順0で入力したパスワードを入力し、居を^キーを巧してください。 

Windows び起動し、「ただいまインストール中です。しば日くおまちください。」と 
いラメッセージ画面び表示されます。 

インス I -ールにはしばらく時間びかかりますび、メッセージ画面び消えるまでお待ち 
ください。 

「ウイルスバスター」のメッセージび表示されます。[はい]または [0 ロボタンを 
ク U ックして、再起動してください。 

Windows □グオンパスワードを入力する画面び表示されるので、手順0で入力し 
たパスワードを入力し、 I ENTER I キーを巧してください。 

[ウエルカムセンター]画面び表示されます。 


^ メモ 


パソコンを起動するとをに流れる Windows の起動音がまれに途切れる場合がありまずが、故障ではあ 
0ません。 



パソ n ンの準瞄—セットアップ— 


が 
















且 Windows を使えるようにする - Windows セツトァップ- 


役立つ操作集 


「 dynabook ランチヤー」 

デスクトップのガジエットに表示されています。 



インターネット接続の設定び済んでいる場合、画面ち上の （®) 
をク U ックすると、[サポート情報]には dynabook . com の最新 
情報び、[メールマガジン]には dynabook . com . ma 邑 azin 最新号 
などび表示されます。ミ日りたい情報の項目をク U ックしてくだ 
さい。 

[サポート情報]の胞い方：]をク U ックすると 、 dynabook 
ランチヤーの使いかたび表示されます。 

便利な機能のアイコンび次々に表示されます。ク U ックすると、 
それぞれのアプ U ケーシヨンの起動やホームページへのアクセ 
スび簡単に行えます。 


PC データの引 a は 
こち5か s.f 

弓旧ナビニ 


を端病が 

巧 SE 7 ソゴ迈. 


表示されるアイコンは、次のとおりです。 

「 PC 弓越ナビ」び起動します。 
に章 n 前のバソコンの 
データを移行する」 


r おたすけナビ」び起動します。 
r 本章使いかたをバソコン 
の画面で見る J 

「動画で学ぶ Office Personal 
2007」び起動します。 

r 本章使いかたをバソコン 
の画面で見る」 

r できる dynabook 」 び起動し 
ふ 〇 

r 本章使いかたをバソコン 
の画面で見る」 


I * 蠢レブスンで学85 




BISII はべなげ S 
H 巧びザべる 

1'- 


藝 


巧®いの PC の 
サボート情賴 


な 


「あなたの dynabook . com 」 の 
説明画面び表示されます。 

『いろいろな機能を使おラ 
靖 D •团トラブル事 
例を見てみる』 


ごモ的は、 

こちちか台！ 

QSff 風巧 


»なたの PC ちブ□が 
■ I ■靡巧してご巧明'^ 

，.い. m/H か J 


Web か S の 
申し这み 

场 

JJJW ' * X-* 

5t 


東芝 PC 電話ヴポート予約サー 
ビスの説明画面び表示されます。 

『競 PC サポートのご案内』 

遠隔支援ヴービスの説明画面 
び表示されます。 

r 東芝 PC サポートのご案内』 


修理のお申し込みの説明画面 
び表示されます。 

r 東芝 PC サボートのご案内』 


インターネット接続の設定び済んでいる場合は、 r あなたの dynabook . com 」、 「東芝 PC 電話サポート 
予約ヴービス」、「遠隔支援サービス」、 「 P 巳 i - repai 「 ヴービス」の説明画面上でク U ックすると、該当 
のホームページへアクセスします。 

• dynabook ランチャーをガジエットから切り離して、 dynabook ランチャーの各アイコンを一覧表 
示ずることびできまず。次の手順で行います。 

① dynabook ランチャー上でちク U ックし、表おされたメニューから[サイドバーから切り離す] 
をク IJ ックする 



パソ n ンの準瞄—セットアップ— 


3 


























































凸 Windows を使えるようにする -Windows セットアップ- 


I 日付と時刻の巧認 _ 

時刻は、画面ち下の[通知領域]に表示されています。日付は、時刻表示部分にポインタを合 
わせると表示されます。正しく設定されているかどラか確認してください。 



2007年2月1日 
木曜日 


TWW 20:30 


正しく設定されていない場合は、 『Windows ヘルプとサポ ー ト』を確認して設定してください。 

I Windows Vista でわか5ない操作びあつたとを _ 

Windows Vista の使いかたについては、[スタート]ボタン （©) 一 [ヘルプとサポート] 

をクリックして、 『Windows ヘルプとサポート』を参照してください。 

Windows Vista の最新情報やアップデートの情報は;欠のホームページか日確認できます。 

• Windows Vista について 

URL : http://www.fnicrosoft.cofn/japan/winclowsvista/ 

• Windows Vista のアップデート 

URL : http://winclowsupclate.fnicrosoft.com/ 

Windows の基本操作については、《できる dynabook) をご覧ください。 

I Windows セツトアップびお了した6 


Windows セットアップやアプ U ケーシヨンのインス!ルなどび終了した日、 U カバ U ディ 
スクを作成しておくことをおすすめします。 

U カバ U ディスクでは、システムやアプ U ケーシヨンをご購入の状態に復元0」カバ U) する 
ことびでさます。 

U カバ1」ディスクについて「4章0 U カバ1」ディスクを作る」 

なお、 U カバ U ディスクを使って実際に U カバ U を行うときは、操作の流れをよくご確認くだ 
さい。 

U カバ1」について「已章買ったとさの状態に戻ずには」 


パソミの準備-セットアップ- 













4 I ほい終わりとほいはじめ 


パソコンを使い終わったとさ、電源を完全に切る方法のほかに、それまでの作業をメモ U に保 
をして一時的に中断する方法びあります。この機能を、「スリーフ」と呼びます。 

ス U —プ機能は、巧に電源スイッチを巧したとさに素早く中断したときの状態を再現すること 
びでさます。その場合ス U —プ中でちバッテ U を消耗しますので、 AC アダプタを取り付けてお 
くことを推奨します。 

なお数曰 LU 上使用しないとさや、付属の説明書で電源を切る手順び記載されている場合（増設 
メモ U の取り付け/取りはずしや、バッテ U パックの取り付け/取りはずしなど）は、ス U- 
プではなく、必ず電源を切ってください。 


A 警告 

•電子機器の使用び制限されている場所ではパソコンの電源を切ること 

パソコン本体を航空機や電子機器の使用び制限されている場所（病院など）に持ち込む場 
合は、ワイヤレスコミュニケーションスイッチを切った上で、必ずパソコンの電源を切っ 
てください。 

ス U —プの状態では、プ□グラムされているタスクの処理を始めたり、作業中のデータを 
保をしたりするためにパソコンのシステムび自動的に復帰することびあるため、飛行を巧 
げたり、他のシステムに影響を及ぼしたりすることびあります。 
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ス U — プにずる 


パソコンの使用を中断する場合は、パソコンを「ス U- プ」にしましよう。 

スリーフには、通常のス U —プの他に「八イブ U ッドスリーフ」といラ機能ちあります。作業 
を中断している間にノ（ッテ U の残量び少なくなった場合などは、通常のス U -プでは保存され 
ていないデータは消失します。ハイブリッドス U —プを有効にすると、データび保持されます。 
ハイブリッドスリープ体項 B ス U - プ機能を強化する」 


■■スリープの実行方法 

[スタート]ボタンをクリックする 




m 



▼ 

















n 使い終わりと使いはじめ 


Q [電源]ボタンをクリックする 


1 ► ずべてのブ□グ5么 1 


1 |t ちまの開巧 P 



すばやく イ乍 業を再問できミ 


Power 6 LED び点灯中は、バッテ U パックを取りはずさないでください。 


〇スリープ機能を強化する 

Windows Vista には、通常のス U- プの他に「八イブ U ッドス U- プ」という機能び用意さ 
れています。 

パソコンの使用を中断したとき、それまでの作業をメモ U に保をするス U —プに対して、八イ 
ブ U ッドス U —プはメモ U と八ードディスクドライブの両方に保をします。 

作業を中断している間にノ（ッテ U の残量び少なくなった場合などは、通常のス U —プでは保を 
されていないデータは消失します。八イブ U ッドス U —プを有効にしておくと、八ードディス 
クドライブから作業内容を復元でさます。 

八イブリッドス U —プを有効にしている状態でス U —プを実行すると、八イブリッドスリー 
プとして機能します。 

またス U —プを実行してから一定時間び経過すると、自動的に休止状態に移行するよラにち設 
足でさます。 

休止状態《おたすけナビ（さくいん）：休止状態》 

八イブリッドス U —プを有効にするには、次の手順で設定してください。 

Q [スタート]ボタン （©) 一 [コント□-ルパネル]をクリックする 




パソ n ンの準瞄— セットアップ— 


0 




















n 使い終わりと使いはじめ 


[ J | r バッテリ設定の変動一選択している電源プランの[プラン設定 
の変更]をクリックする 

[プラン設定の変更]は、各電源プランの下に表示されています。選択している電源 
プランの下に表示されている[プラン設定の変更]をク U ックしてください。 


© G •护 


A - ドウエアとサウシド ► 呈涅マブシ3シ 


向「*ま 


pi 


スリーブ騰時の/口•つード 
な!！ 

« B / ポタンの 

カバーを KG たとまの BfP ® 
違巧 


© デイスブレイの gS を切る時 
苗のち左 

L コンピユータがス U - ブ巧* 
になる持旧を否 g 

々' デイスブレイの!*度を iq ま 


芭 S プラシによつてコンビユータのパフォーマンスを是大にした0、 g 力を巧巧しに口でさます.フ 
ランをさ巧してアクティブにするか.ブランを置巧して力、ら5力岂左を密至することでカスタマイス 
してください. •が3、'のを 

プラシ(か【かテリメークーに表示されます 


みバランス 

プラン黄玉の密ち 


©音ち力 

プラン岂定のを S 


©再パフ 7- マシス 
プラン萬玉のま$ 


バヴテリの寿を：< 
バフ 3-7 ンス； . 


バダテリの寿を； ■ 
パフオ ー7 シス： ■ 


パダテリの寿を：< 
パフマー7ンス： . 


w . iA ii j モピリテイ tr ンタ 


八イブ I 」ッドス I 」ープの設定は、電源プランごとに必要です。 
[プラン設定の編集]画面び表示されます。 

[詳細な電源設定の変更]をクリックする 




留 G が «ち夏ブフション ► プランを玉の巧ま 


卜 11 


可 


巧のプランの邑定江馆至；バラシス 

お巧いのコンビユータで巧巧するスリーブげ宙とデイスプレイの基まをま巧レて < だ5レ、 • 

.1 バジテリ巧を イ^を S に接括 


巧デイスプレイの風を巧る： 

| xx » 

-1 |xx 分 

，|| 

%コシピユータをス U - プ巧»にする； 

|xx 分 

’1 |xx ぉ 

’1 

V テイスプレイの巧度を男室； 

〇 ■ 0 - 

ぶ ® 

——0 :ジ 


I 鄉 


I な足 S 岩左の空 S 店） 


このプランの田去の資定を巧モする迟） 



[詳細設定]画面び表示されます。 



パソ n ンの準瞄—セットアップ— 
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3 








































使い終わりと使いはじめ 




5 


[スリープ]をダブルクリックし①、表示される項目か5 [八イブリッ 
ドスリープを許可する]をダブルクリックする② 



① 

③ 


八イブリッドスリープの有効にしたいげ態をクリックする 

それぞれの項目は、なのよラになります。 

[バッテ U 駆動]:バッテ U 駆動時に八イブリッドス U —プ機能を有効にしたい場合 
[電源に接続]:電源に接続してるとさに八イブ U ッドス U —プ機能を有効にした 
い場合 



パソ n ンの準備—セットアップ— 


I 







n 使い終わりと使いはじめ 


項目の横に表示された-をクリックし①、表示されたメニューか5 
[オン]をクリックする② 



① 

② 


[0 K ] ボタンをクリックする 

これで八イブ U ッドス U —プを有効にする設定は完了です。 

この状態でス U —プを実行すると、ハイブリッドス U —プとして機能します。 

' V 3 脱 口 操作集- 

一定時間の経過後、休止状態にする 

スリープを実行してから一定時間び経過すると、自動的 
に休止状態に移行するよラ設定でさます。 

[詳細設定]画面で[なの時間び経過を休止状態にする] 

をダフルクリックし、表示された項目を選択して ▲ ▼ 

で時間を設をしてください。 

ス I 」ープを実行してから設定した時間び経過すると、自 
動的に休止状態に移行します。 

休止状態《おたずけナビ（さくいん）：休止状態》 





パソ n ンの準瞄— セットアップ— 
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n 使い終わりと使いはじめ 


2 


電源を切る 


数日じ(上ノ（ソコンを使わないとさは、ス U —プではなく電源を切ってください。 
間違つた操作を行ラと、故障したり大切なデータを失ラおそれびあります。 



電源を切る前に 


必要なデータは必ず保存してください。保存されていないデータは消失します。 

起動中のアプ U ケーシヨンは終了してください。 

Disk 百 LED、 メディアアクセス風/ □ LED び点灯中は、電源を切らないでください。データ 
び消失するおそれびあります。 


電源を切るには、次のよラに操作してください。 

I [スタート]ボタンをク U ックする 

D ボタンをクリックし①、表示されたメニューから[シャツトダウン] 
をクリックする ③ 



巧 


Windows を終了したあと、パソコンの電源び自動的に切れます。 
パソコン本体の電源び切れると 、 Power 6 LED び消灯します。 




電源を切ったあとは 


パソコン本体に接続している機器（周辺機器）の電源は、パソコン本体の電源を切ったあとに 
切ってください。 

ディスプレイは静かに閉じてください。強く閉じると衝撃でバソコン本体び故障ずる場合びあります。 
パソコン本体や周辺機器の電源は、切ったあとずぐに入れないでください。故障の原因となります。 


■再起動 

Windows を終了したあと、すぐにもう]度起動することを「再起動」といいます。パソコンの 
設定を変えたとさやパソコンびスムーズに動かなくなってしまったとさなどに行います。 
再起動するには、次のよラに操作してください。 

① [スタート]ボタン （©) をクリックし、表示されたメニューか 5 0をクリックする 

② 表示されたメニューか 5 [再起動]をクリックする 
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パソミの準備-セットアップ- 







































n 使い終わりと使いはじめ 


3 


電源を入れる 


Windows セットアップを終えたあとは、なの手順で電源を入れます。 

電源を入れる前に 




各ス□ツトにメディアなどをセツトしている場合は取り出してください。 

プ U ンタなどの周辺機器を接続している場合は、パソコン本体より先に周辺機器の電源を入れてく 
ださい。 


電源スイッチを押す 
■ G40 シリーズの場合 

Power cl ) LED び青色に点灯するまで電源スイッチを巧してください。 



▼ 



パソ n ンの準瞄—セットアップ— 
































n 使い終わりと使いはじめ 


■ F40 シリーズの場合 

Power 6 LED び青色に点打するまで電源スイッチを巧してください。 



Windows び起動し、デスクトップ画面び表示されます。 
パソコンび動作中は電源スイッチび青色に点打します。 


電源に関する表示 


電源の状態はシステムインジケータの点打状態で確認することびでさます。 
電源に関係あるインジケータとそれぞれの意味は次のとおりです。 



状態 

パソコン本体の状態 

DC IN ^ LED 

青の点灯 

AC アダプタを接続している 

オレンジの点滅 

異常警告 （ AC アダプタ、バッテ U または 
パソコン本体の異常）* 

消灯 

AC アダプタを接続していない 

Power (!) LED 

青の点灯 

電源 ON 

オレンジの点滅 

ス1」ープ中 

消打 

電源 OFF 、 休止状態 


* 電源に関するトラブルについては、『いろいろな機能を使おう日章0 Q&A 集』を参照してください。 
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パソミの準備-セットアップ- 



























ほいかたをパソコンの面旧で見る 


—画面で見るマニュアルー 


Windows のセットアップび終わった日、し巧いろな機能を楽しみましよう。 

本製品には、本書をはじめとした冊テのマニュアルと、パソコンの画面で見る電子マニュアル 
びあります。知りたいことに合わせて、各マニュアルをお読みください。 

本製品で用意されているマニュアルについて『マニュアル紹介シート』 

ここでは、パソコンの画面で見るマニュアルについて紹介します。 


パソコンつて何 


r はじめてガイド J 

はじめてパソコンを使ラかたへ、パソコンを使ラとさの基本的 
なことびらについて説明しています。 

デスクトップって何？画面に表示されている矢印は何？ 
コンピュータウイルスってなんのこと？ 

パソコンを使ラとさに知っておさたい基本を、ぱ5ちゃんび 
紹介します。 

起動方法『マニュアル紹介シート』 



キーボードを触るのは初めて/インターネットやメールをやりたい 


r できる dynabookj 

「できる dynabook 」 は、文字入力やファイル操作、インターネット接続 
やメールの使いかたなど、ノ（ソコンの基本操作をレッスン形式で説明した 
オンラインマニュアルです。 

使いかた『マニュアル紹介シート』 




パソ n ンの準備—セットアップ— 


4 


































使いかたをパソコンの画面で見る-画面で見るマニュアル- 


I どのアプリケーションをほえばよいか知りたい S 



ソ 

□ 

ン 

の 

準 

備 

I 

セ 

ジ 

卜 

ア 

ジ 

プ 


r おたすけナビ J 



をタミ《なを 

'' だ -" M-M sa • 


r おたすけナビ」には、お使いのパソコンに搭載されている 
アプ I 」ケーシヨンの中から、目的のアプ I 」ケーシヨンをすば 
やく探し出し、直接起動することびできる「使いかた」びあり 
ます。やりたいことはわかっているけれど、どのアプ I 」ケー 
シヨンを使えばよいかわか日ないときに便利な機能です。 

また、 Q & A 集やお問い合わせ先などのサポート情報や、パソコンのちょっと便利な使いか 
たを紹介しています。 





使いかた『マニュアル紹介シート』 


文書/メール/表やグラフを作りたい 


r 動画でぎぶ Office Personal 2007 J 


文書作成ソフト 「Office Word 2007」、表計算ソフト 
「Office Excel 2007」、メールソフト 「Office Outlook 
2007」を、ぱ日ちゃんび動画で紹介します。 

デスクトップまたは「おたすけナビ」の[動画で学ぶ Office 
Personal 2007]ボタンか日起動します。 

起動方法『マニュアル紹介シート』 



1 ほいかたびわか6ないと定 i 

43 ^ i \ j ；< あるしつちん J 

「よくあるしつちん」は、東芝 PC あんしんサポートにご連絡 
いただく、特にお問い合わせの多い内容び載っています。 
「おたすけナビ」から起動することびできます。 

「よくあるしつもん」に疑問の回答び載っているかもしれません。 

起動方法『マニュアル紹介シート』 

• 。7け己…： ’—d 

心'-氏 .為盈寡 皆’ 

‘ な!;： 

こ c •■たが ** s 

0 .MWAt - た，；がたた t 

■M»«r<iKrr •が と •口. 

QMA - ->=7 .かのわ 

コ T け liw 巧た巧 ？!■ 1 

XmOiA«4f^TT, 1 

C? .1 、 4«< け < 

.■つ* Hifi - ■■-11111 ■' 1 1II n 

r 巧 — aAi * んつ#-さわ * WP "店-パ -. ■—iL - 

«JM •-* •!'— ち 1:55® 一 
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■ 具い替えのお客巧へ 


前のパソコンで使っていたデータを移行する便利なソフト 
ビ」について説明します。 


1前のパソコンのデータを移行する 
- PC 引越ナビ- . 


「PC 引越ナ 
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パソコンを買い替えたときは、それまでに使用していたパソコンと同じ環境にするために、設 
定やデータの移行といった準備び必要です。 

「 PC 引越ナビ」は、データや設定を一つにまとめ、新しいパソコンへの移行の手間を簡略化す 
ることびでさるアプ U ケーシヨンです。事前に次の点を確認しておくと、よりスムーズに操作 
びでさます。 

ここでは、移行したい設定やデータび保をされているパソコンを r 前のパソコン」、設定やデー 
夕を移行したいパソコンを「本製品」として説明します。 



■ 前のパソコンの動作環境を確認する 

「 PC 引越ナビ」は、なのシステムに対応しています。 

• システム* 1 

Windows 98 SE/Windows Me/Windows 2000 /Windows XP Home/Windows 
XP Professional/Windows Vista 

*1 マイク□ソフト社び提供している最新の Service Pack を適用してくださし、また 、 [Internet 

Explored のバージヨンび「日 SP 1 J じ(上であることを*認してください。それ！;(外のバージヨンの 
場合は、「巨 SP 1」 を適用してください。 

システムの正式名称は巧のとおりです。 

Windows 98 SE '.' Microsoft ® 邮 indows ® 白8 Second Edition opera 甘 n 邑 system 日本言置版 
Windows Me '.' Microsoft ® Windows ® Millennium Edition opera 加旨 system 日本語版 
Windows 2000 '.' Microso け® Windows ® 2000 Professional operating system 日本語版 
Windows XP Home '.' Microsoft ® Windows ® XP Home Edition operating system 日本言吾版 
Windows XP Professinal '.' Micros 加® Windows ® XP Professional operating system 日本語版 

前のパソコンの動作環境について - 

•あらかじめ、「付録 「 PC 弓陋ナビ」について」を確認してください。 

■使用できるメディアや環境を確認する 

設定-データの移行をするには、次の方法びあります。 

•メディアを使用する 
•ネットワーク （ LAN ) を使用する 
•ク□スケーブル （ LAN ) を使用する 

前のパソコンと、本製品の仕様を確認し、共通して使用でさる方法のなかか日、移行する設 
定-データの容量に適した方法を還んでください。 

「 PC 引越ナビ」で使用でさるメディアはなのとおりです。 

• CD-R • CD-RW • DVD-R • DVD-RW • DVD+R 

• DVD 十 RW • DVD-RAM • USB フラッシュメモ U 



IM のパソコンのデータを巧巧ずる 

I -PC 引越 ナビー 


買い替えのお客様へ 
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I ■前のパソコンのデータを移行する - PC 引越ナビ- 


rpc 引越ナビ」で移行でさる設定とデータは、なのちのです。 

• Internet Explorer の設定 

-[お気に入り]フォルダの設定 
- cookie 

- RSS フイールド （Internet Explorer 7と Internet Explorer 7間の移行のみ） 

. ホームページ（スタートページ）の設定 
-□一カルエ I 」アネットワーク （ LAN ) の設定 

• Windows メールの設定 

巧期状態で登録されているメインユーヴの; 欠のデータを移行でさます。 

-アドレス帳の内容 
-メールデータ 

-アカウント情報（メールアカウント、ニュースアカウント、デイレクト U サービスアカウント) 

• Microsoft Outlook の設定 

-個人巧フォルダに含まれるデータ 

-電子メールアカウント設定 (Exchange Server . POP 3、 IMAP 、 HTTP ) 

-その他の設定（個人アドレス帳、仕訳ルール （Outlook 2007では仕分けルール)、署名) 

•[ドキュメント ] (Windows Vis ねでは[マイドキュメント])フォルダに保ちされて 
いるファイル 

「 PC 引越ナビ」を起動したときのユーヴ名の[ドキュメント（マイドキュメント)]を移行 
でさます。 

•デスクトップ上のファイル 

「 PC 弓陋ナビ」を起動したときのユーヴ名のデスクトップ上のファイルを移行できます。 

• 任意のフォルダに含まれるファイル 

移行したいファイルを指定することびでさます。指定はフォルダ単位で行います。 

病？ メモ 

•移行できる設定やデータについて、詳しくは、 「 PC 引越ナ 
ビ」の駐細説明弓 I っ越し可能なデータ]画面で確認し 
て < ださい。 

[ PC 弓陋ナビ機能選択]画面で [ PC 引越ナビを初めて 
使うちは、こちらを選択してください。]をクリックする 
と、2ページ目に表示されます。 

知りたい項目のアイコンをク U ックしてください。 


atieSlK 1 FPCSI かピ J & で田 ( LWJPC 巧い円:の SB * 々コアイル《 I 
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ntansT EXDiCTBr 广 0ul)〜K Ekp ， b&1 ( 口 UlKXK 1「7ィ坤 一:/卜 1 巧。卜;/プょ | [任 107,* 凡1 

Z •王 WmK-s*- … I icKtCF-，] |げ*。:1ント円,ル sj しの"* I し S，nS7，f* I 
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本製品で使用できるメディアについては、『いろいろな機能を使おう』で確認してください。 
前のパソコンでどのメディアび使用できるかを確認し、移行に使用するメディアを選択し、必 
要な場合は購入してください。また、フォーマットび必要なメディアは、あ日かじめフォー 
7ットしてください。 

移行するファイルや設定内容に比べて、メディアの容量びルさいと、数回に分けてデータをコ 
ピーすることになりますので、大容量のメディアを移行用に使用することをおすすめします。 

I 巧巧で宝る設定とデータ 



買い替えのお客様へ 


が 




































前のパソコンのデータを移行する - PC 引越ナビ- 


次の手順で、 「 PC 弓越ナビ」のミ主意制限事項をお読みください。 

V デスクトップ上の [PC 引越ナビ](謎）をダブルクリックする 

「 PC 弓瞄ナビ」び起動します。 

B 画面下のみをクリックする 



「 PC 弓陋ナビ」のヘルプび表示されます。 

目巧で[を意制限事項]をク U ックし、画面ち側に表示される各項目をよくお読みく 
ださい。 




操作にあたって 


あらかじめ、「付録 


「 PC 弓腿ナビ」について」を確認してください。 



ミち意制限事 I 具を確認する 



買い替えのお客様へ 


が 










































I ■前のパソコンのデータを移行する -PC 引越ナビ- 


操作の流れ 


設定とデータの移行は、画面の指示に従って行います。移行する設定-データや使用する移行 
方法などで詳細の操作は異なりますび、大まかな流れは;欠のとおりです。 

本製品と、前のパソコンとで交互に作業を行いますので、近くに設置して行ラとよいでしよラ。 


移行方法を決める 

いくつかある移行方法のなかか日、前のパソコン 
と本製品の仕様や、移行するデータの容量を元に 
移行方法を遇択します。 


本製品 


CD/DVD USB メモ U 


* 



ネットワーク （ LAN ) 

ク□スケーブル （ LAN ) 


r こん包プ□グラム」をコピーする 

「こん包プ□グラム」は複数のファイルを]つにまとめ 
るプ□グラムです。 

移行方法をネットワークにした場合は、本製品の共有 
フォルダにコピーしてください。 

移行方法をメディアにした場合は、メディアにコピーし 
てください。 


本製品 



USB メモ U 


r こん包プ□グラム」を実行する 

コピーした「こん包プ□グラム」を実行し、移行 
する複数のデータを]つのファイル（「こん包ファ 
イ J レ」）にまとめます。 



USB メモ U 


「こん包ファイル」をコピーする 

作成した「こん包ファイル」をコピーします。移行方法 
をネットワークにした場合は、本製品の共有フォルダに 
コピーしてください。移行方法をメディアにした場合は、 
メディアにコピーしてください。移行する データの 容量 
によっては、「こん包ファイル」は複数作成されます。 
すべての「こん包ファイル」をコピーしてください。 



r こん包ファイル」を開こんする 

コピーした「こん包ファイル」を本製品で開き、コピー 
します。 


本製品 



USB メモ U 



買い替えのお客様へ 
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前のパソコンのデータを移行する - PC 引越ナビ- 



起動方法 

デスクトップ上の [PC 引越ナビ](謎）をダブルクリックする 

「 PC 弓陋ナビ」び起動します。 

[スタート]ボタン一 [すべてのプ□グラム] 一 [ PC 弓陋ナロをクリック 
して起動することちできます。 

[同意する]をチェックし①、[次へ]ボタンをクリックする③ 

使用許諾契約に同意しないと、 「 PC 引越ナビ」を使用することはできません。 


巧忙引挂ナピ Ver. 3 .0 


PMH ナビ 巧用巧ま 


去:巧 B に因 S ご〇る方のみ. rpc 引亩すビ J をごを用 < だ; 
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ミ主意事項び表示されます。内容を確認し、 [0 ロボタンをク U ックしてください。 

引さ続さ、説明画面び表示されますので、内容を確認しなから、操作してください。 



買い替えのお客様へ 


§ 


























I ■前のパソコンのデータを移行する -PC 引越ナビ- 


I 説明画面について _ 

■操作に困ったとさ 

[説脚ボタン、または[詳細説明]ボタンをク U ックすると、表示している画面の詳細説明び 
表示されます。 



■説明画面の操作方法 

画面の構造は、次のとおりです。 



説明び表示されます。 


ク U ックすると元の画面に 
民りま-9 〇 


説明のページ数と現在説明 
している位置を示します。 


ク U ックすると前のページに 
民りま-9 〇 


ク U ックすると;欠のページに 
進みます。 



買い替えのお客様へ 
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■ インターネットを皮ちに利用ずるために 

ーウイルスチェック/セキユリテイ巧策一 


コンピュータウイルス（パソコンにトラブルを発生させるプ□グラム） 
や八ッカーやスパイウェアによる個人情報へのアクセスなど、イン 
ターネットを使っていると知5ない間にトラブルび襲いかかってくる 
おそれびあります。 

この章では、本製品に添付されている、よりま全なインターネット使 
用をヴポートするソフトについて説明します。 


1インターネットとメールを使ラには . 已2 

2ウイルス感染や不正アクセスを防ぐには 

—ウイルス*インターネットセキュリティー . 已 9 

3ウイルスバスターによるウイルス対策 . 61 

4有害サイトの閲覧（アクセス）を制限する . 日已 












インターネツトとタールをほ3には 


ホームページの閲覧やメールのやり取りをするには、ケーブルの接続や設定び必要です。 

■準備 _ 

■プ□バイダに加入する 

プ□バイダとはインターネット接続の窓口となる会社のことです。会社によって使用料金や 
サービス内容び異なります。使用でさるまでに数日かかる場合びあります。 

■ブラウザソフトを用意する 

標準装備の riVlicrosoft Internet Explorer 」 でホームぺージの閲覧びできます。 

■ケーブルを用意する 

使用する LAN ケーブルは本製品には付属されていません。市販の LAN ケーブルを購入してくだ 
さい。 

■メールソフトを用意する 

標準装備の [Windows メール」でメールのやり取りびできます。 

インターネットやメールに添付されたファイルでコンピュータウイルスに感染する場合びあり 
ます。コンピュータウイルスに感染してしまうと、パソコンのデータび破壊され、パソコンび 
使用できなくなることびありますので、インターネット接続やメールのやり取りをする前に、 
ウイルスチェックソフトをインス!-ールしてください。 

ウイルスチェックソフトについて「本章0ウイルス感染や不正アクセスを防ぐには」 

メモ 

•本製品に用意されているウイルスチェックソフトの設定をする前に、日付と時刻び合っていることを 
必ず確認してください。曰付と時刻び合っていないと、アプリケーシヨンの設定後から適用される使 
用期限などび、正しく計測されないことびあります。 

日付と時刻は Windows セットアップ終了後に設定することわでさます。 

日付と時刻の設定 『Windows ヘルプとサポ ー ト』 
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インターネットとメールの設定をする 

インターネット接続の設定をするとさは、プ□バイダとの契約時に送日れてさた説明書 
などを用意してください。 

メールのやり取りをする場合は、メールソフトの設定も必要です 。 「Windows メール」 
じ(外のメールソフトを使巧する場合は、メールソフトの説明書やヘルプを確認してくだ 
さい。 



インターネツト接続の設定《できる dynabook 第3章インターネツトを使う準備をしよう》 
Windows メールの設定《できる dynabook 第6章メールを使ってみよう》 


了 


本製品には、ブ□ー ドバンド接続などに使用する LAN 機能び内蔵されています。 

本製品の LAN コネクタに ADSL モデムやケーブルモデムなどを LAN ケーブルで接続し、ブ □- 
ドバンドでインターネットに接続することびできます。 

また、本製品の LAN 機能は 、 Gigabit Ethernet (1 OOOBASE - T ) Fast Ethernet 
(100 BASE - TX)、Ethernet (1 OBASE - T ) に対応しています。 LAN コネクタに LAN ケーブ 
ルを接続し、ネットワークに接続することびできます 。 Fast Ethernet 、 Ethernet は、ご使 
用のネットワーク環境（接続機器、ケーブル、ノイズなど）により、自動で切り替わります。 
*1 G 40 ン U - ズのみ 


パソコンにケーブルを接続する 

インターネットへの接続方法によって接続するケーブルは異なります。 

ケーブルのちラー方の接続先は、プ□バイダとの契約時に送日れてさた説明書などを確 
認、してください。 


D インターネットとメールを使ラには 


使用するまでの流れ 
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D インターネットとメールを使ラには 


LAN ケーブルをはずしたり差し込むとさは、プラグの部 
分を持って行ってください。また、はずすときは、プラ 
グの□ック部を巧しなびらはずしてください。ケーブル 



Q パソコン本体に接続されているすべての周辺機器の電源を切る 

LAN ケーブルのプラグをパソコン本体の LAN コネクタに差し込む 

□ック部を上にして、「カチッ」と音びするまで差し込んでください。 

LAN ケーブルとモジュラーケーブルのプラグは形状び非常に似ていますび、プラグの 
部分の大ささは、 LAN ケーブルのほラび大さいです。ケーブルを接続するとさは、 
LAN コネクタとプラグの大きさをよくご確認のラえ、接続してください。 

■ G 40 シリーズの場合 



LAND 

N 

ネクタ 


/ LAN ： 



LAN ケーブルを接続ずる 


LAN ケーブルの使用にあたって 


あらかじめ、「付録 □ B 有線 LAN について」を確認してください。 
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D インターネットとメールを使ラには 


E 1 LAN ケーブルのもう一方のプラグを接続巧のネットワーク機器のコネ 
W クタに差し込む 

I 接続する機器の名称やじ(降の設定はプ□バイダによって異なります。詳しくは契約し 
I ているプ□バイダに問い合わせてください。 


I 動作が態を巧認するには _ 

LAN コネクタの両脇には、 LAN インタフェースの動作状態を示す2つの LED びあります。 




B ADSL 接続を設定する方法 

接続に必要な設定はプ□バイダによって異なります。詳しくは契約しているプ□バイダに問い 
合わせてください。プ□バイダか日、接続に必要な CD - ROM などび支給されている場合は、そ 
ち b をご利用ください。 
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D インターネットとメールを使ラには 


•「Windows メール」を初めて起動したときや、インターネット接続の設定び完了していない場合は、 
設定画面び表示されまず。《できる dynabook 第3章インターネットを使う準備をしよう》をお認し、 
設定を行ってください。 


Windows メールの設定 


[スタート]ボタン（恒 >) 一[すべてのプ□グラム] 一 [Windows 
メー J レ]をクリックする 

[Windows メール」び起動し、設定画面び表示されます。 

■ 確認画面が表示された場合 

• 「通常使用するメールクライアントとして選択しますか？」といラ画面び表示され 
た場合は、[はい]ボタンをク U ックしてください。 

メールを届けるときの名前を入力し①、[巧へ]ボタンをクリックする③ 

「表示名」は、メールび相手に届いたとさに表示される名前です。 






至子夕一んをを信するとまに.名前が【麦化人]のフイールドに表示されます.表示する 
名巧を入カレてくだちい， 


: f dynabook 


王ぶ一 I レア t ウン K の18<じつし rr 


-① 


-② 


因 


メールの設定をする 



メールを使用するには、メールソフトでの設定び必要です。 

ここでは、 Windows 標準のメールソフト 「Windows メール」での設定を説明します。プ□バ 
イダか日送日れてさた説明書を手元に置さ、操作を進めてください。 

メールの送受信を行う前にウイルスチェックソフトをインス!-ールすることをおすすめします。 
ウイルスチェックソフトについて「本章己ウイルス感染や不正アクセスを防ぐには」 

^ メモ 
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インター ネットと メールを 使ラには 


電子メールアドレスを入力し①、[巧へ]ボタンをクリックする② 

プ□バイダか日発行された自分の電子メールアドレスを入力してください。 



メールヴーバ名を入力し①、[巧へ]ボタンをクリックする⑨ 

メールサーバ名はプ□バイダか日送日れてきた説明書に記載されています。 



巴を信ヴ ー/ :が必要凶 












D インターネットとメールを使ラには 


-① 

凶/ W ワートをな斤 f る化 J 


⑤ 


n [完了]ボタンをクリックする 

n 電子メールを後でダウン□-ドしたい場合は、[今は電モメールをダウン□-ドしな 
M しリをチェックしてから[完了]ボタンをク U ックしてください。 



設定び完了しました。 


庐 t メモ 

•「Windows メール」を使用したメールの送受信について、詳しくは《できる dynabook 第日章メー 
ルを使ってみよラ） で紹介しています。 


メールのユーザ名とパスワードを入力し①、[なへ]ボタンをクリック 
する② 

ユーヴ名は「メールアカウント名」 「 POP アカウント名」「メール□グイン名」「ユー 
ヴ名」など、プ□バイダによって用語び異なります。プ□バイダから送日れてきた説 
明書に記載されています。 


A 







インターネダトゾ ー J レログオン 


インターネットヴービスプロバイダかち巧なされたユーヴー名およびノ a つード宙入力 
レて < ださい. 
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^ vg 役立つ操作集- . 

Windows セキュ U ティセンターについて 

「 Windows セキュ U ティセンター」は、セキュリティの設定をしたり、 Windows ファイアウォール、 
自動更新、ウイルスチェックソフトの状態をチェックしたりするなど、バソコンのセキュ U ティを向 
上させるお手伝いをします。 

セキュ U ティセンターは/ (ソコンび危険にさらされている場合、 
通知領域に g アイコンなどで警告します。 

詳しい操作ち法は《できる dynabook レッスン2日锥4章） 
パソコンのセキュ I 」ティ状態をお認ずるには》をお認してくだ 
さい。 

V J 


コンピュータウイルス巧策 


コンピュータウイルスは、インターネットや、メールに添付されたファイルを介してパソコン 
内部に入り込んでしまラことびあります。 

コンピュータウイルスに感染すると、なのよラなことびおこる可能性びあります。 

•パソコンのデータび破壊され、パソコンを使用できなくなる 

•インターネットを経由して、パソコンに残している個人情報にアクセスされる 

コンピュータウイルスの感染や不正アクセスか日パソコンを保護するため、インターネットへ 
の接続やメールの送受信をする前に、ウイルスチェックソフトをインス!-ールして、普段から 
定期的にコンピュータウイルスの検出を行うようにしてください。 

本製品には、次のウイルスチェックソフトび用意されています。 

• ウイルス バスター 

ウイルスの発見や駆除はちちろん、個人情報保護やネットワークセキュ U ティ対策びできる 
アプ U ケーシヨンです。初むちのかたにち使いやすくなっています。 

「本章0ウイルスパ'スターによるウイルス対策」 




ウイルス感染や不正アクセスを防ぐには 

-ウイルス • インターネットセキュリティー 


本製品に用意されているウイルス-インターネットセキュリティ用のアプリケーションを紹介 
します。 




使用するにあたって 


あらかじめ、附録 □ K 9 ウイルスチェック•セキュ U ティ対策について」をお認してくだ 
さし、。 
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Q ウイルス 感染 や不正アクセスを防ぐには -ウイルス■インターネットセキュリティ- 


本製品にはユーヴの年齢やホームページのカテコ U によって表示するサイトを制限でをる n - フイル 


夕一4」 


び用意されています。 

r 本章0有害サイトの閲覧（アクセス）を制限する」 


2 


インターネツトをより安全に楽しむために 


m 


インターネットを利用すると、パソコン画面上でいろいろな情報を見ることびでき、大変便利 
です。しかし、インターネットは、よい情報だけを入手できるとは限りません。また、情報を 
入手するだけでなく、ミ□日ない間にこちらのパソコンの情報を引さ出されてしまラことちあり 
占9 〇 

「よくない情報」の例として代表的なちのは、「コンピュータウイルス」びあります。こち日は 
ウイルスチェックソフトで予防することびできます。特に気をつけたいちのは、インターネッ 
卜を通じて、こちらのパソコンの情報（氏名やパスワード、ホームページの閲覧履歴など）を 
第=ちに流出する「スパイウェア」と、閲覧したユーヴに悪影響を与えるおそれのある「有害 
サイト」です。 


ン 

夕 

I 


ウイルスチェックソフト、スパイウェア対策ソフト、有書サイト閲覧制限ソフトを上手に使つ 
て、快適にインターネットを楽しみましよラ。 

ぶすィモ 


〇 
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「ウイルスバスター」は、個人情報保護、コンピュータウイルスの発見、駆除、ネットワークセ 
キュ U テイ対策びできるアプ U ケーシヨンです。 


了 


mm 最新の巧策法を手に入れる 

コンピュータウイルスは、な々と新しいちのび出現します。ウイルスチェックは、パターン 
ファイルに基づいて行いますので、最新のコンピュータウイルスに対応したパターンファイル 
を入手する必要びあります。「ウイルスバスター」ではアップデート機能を使ってパターンを要 
新でさます。 

アップデートはインターネットに接続して行います。あ日かじめインターネットに接続する設 
定を行ってから操作を始めてください。 

インターネットの接続について 

《できる dynabook 第3章インターネットを使う準備をしよう》 

通知領域の[ウイルスバスター]アイコン （ イ）をダブルクリック 
する 

r 動画マニュアル」の開始を促すメッセージび表示された場合は、 r 動画マニュアル」 

を見るときは [0 ロボタン、見ないときは[キャンセル]ボタンをク U ックしてく 
ださい。 


[ウイルスバスター]画面び表示されます。 


[現在の状況]タブで、 r ウイルスバ 
スター」のセキュ U ティ状況び確認 
でさます。 



3 


ウイルスが巧 
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B ウイルスバスターによるウイルス対策 


[アップデート/その他の設定]タブで[アップデート開始]ボタンを 
クリックする 


に 

旬 

’替斑戲軍 


かルス/; I パイな巧横 


I 巧ちな)-. Yr ァ■。デーザがおの ) 


膚盛过懲 


咳 


@ア9ブデ-卜(の 

パターン方イルや枝ま I バンのま防版ち取巧0#す。また, S 打版へのアジフテートの白 
版け（イン刊ジじアツフデ-卜）な S 定 L 4： マ。 

イ: /fU 化トァウ巧-卜 

を オン W ンユーザさ岳/ちか wiR(a) 

(g) ポウプアウブわ t ーウなどの設定 (2) 

0バスヮ-ド(出 
@ ロヴ(店是)(留 


の， 


オンラインユーザ宣録 


アップデート機能を使用する場合は、オンラインユーヴ登録び必要です。オンラインユーヴ登 
録を行っていない場合は、[オンラインユーヴ登録]画面び表示されます。 r 使用許諾契約書」 

の内容を確認し、[使用許諾契約に同意し、アップデート機能を有効にする]をク U ックしてく 
ださい。 

続いて表示される画面の内容を確認し、指示に従ってください。 

更新び必要なノ（ターンファイルび見つかった場合は、アップデートの開始を確認する画面び表 
示されます。 

[はい]ボタンをク I 」ックしてください。 

ファイルのダウン□ードを開始し、続けてインス I ールします。 

本製品に添付されている「ウイルスバスター」の使用期限は、 Windows のセットアップび終 
了してか590曰間です。 


WM ウイルスをチェックずる 

ウイルスチェックは、パソコンで使用しているソフトウェアやファイルの動きを監視するリア 
ルタイム検索や、定期的に検索を実行する予約検索ちありますび、ここでは手動での検索を説 
明します。 

I 通知領域の[ウイルスバスター]アイコン（ゾ）をダブルクリック 
する 

諸…， 


[ウイルスバスター]画面び表示されます。 
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B ウイルスバスターによるウイルス対策 


[現在のが況]タブで[検索開始]ボタンをクリックする 



I 検索を開始します。 

I ウイルスのチェックび終わると、結果画面び表示されます。 

I ウイルスび発見された場合、初期設定ではウイルスやファイルの種類によって適切な 
I 処理び実行されるよラに設定されています。特別な理由びない限り設定を変更しなし、 
I で使用することをおすすめします。 

I 詳しくは、ヘルプを確認してください。 

Q [0 K ] ボタンをクリックする 
g 欄じる]ボタンをクリックする 


ウイルス巧策 la かの機能 


r ウイルスバスター」には、コンピュータウイルスを検出/除去する総合ウイルス対策機能のほ 
かに次の機能びあります。 

•フィッシング詐欺対策 

偽装サイトに誘導し個人情報を盗み出すネット詐欺の代表格「フィッシング詐欺」から、あ 
なたの個人情報を守ります。 

•スパィウェア検出&削除 

あなたのコンピュータか5個人情報を盗んだり、アダルト広告などをしつこくポップアップ 
する迷惑なスパイウェアを、見つけて退ミ台します。 

•個人情報漏えい防止 

クレジットカード番号や電話番号、パスワードなど、あなたの個人情報び盗まれないよラ、 
監視します。 

•不正アクセス対策 

ネットワークか日の不正侵入や攻撃を、パーソナルファイアウォールでブ□ックします。3 
つのセキュ U ティレベルか日、最適な設定を選択できます。 
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B ウイルスバスターによるウイルス対策 


I ヘルプの起動 _ 

n [ウイルスバスター]画面で[ヘルプとヴポート]タブの[ヘルスを 
■ クリックする 



■ [スタート]ボタン （©) 一 [すべてのプ□グラム]一[ウイルスバスタ ー S 日日 7] 
[オンラインヘルプ]を順にクリックしても表示されます。 

I ウイルスバスターの巧い合わせ巧 _ 

* 2007年7月現在の内容です。 

ウイルス バスターサービスセンター 

受付時間 ：目 :30 〜] 7:30 

TEL : 〇已 70-00832 己 

ホー ムぺ ーシ ： http://www.trenclmicro.co.jp/support/vb/index.asp 



迷惑/詐欺メールの判定 

メールボックスにあふれる大量の迷惑/詐欺メールを、独自の基準で判定して仕分け処理し 
ます。 Microsoft Outlook/Windows メール用の便利な巧策ツールも利用できます。 

無線 LAN &ホームネットワーク管理 

ネットワークに不正侵入ちびいないか監視します。また、複数台のウイルスバスターの U 
モート管理ちでさます。 

有喜サイトのアクセス規制 

アダルトサイトや暴カサイトなど、お子さまの目に軸れさせたくない有書なサイトへのアク 
セスをブ□ックします。 

詳細は「ウイルスバスター 2007 ヘルプ」を参照してください。 
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酿ミトの脱げクセス)を 



インターネットに接続すると、世界中のいろいろなホームページを見ることびでさます。パソ 
コン画面上でニュースを読む、買い物をする、調べ物をするなど便利な使いかたちでさますび、 
なかには有害なホームページちあります。 

「本節™青少年びおられる家庭の皆様へ〜重要なお知日せとお願い」をお読みになり、有 
害なホームページへのアクセスを遮断する n - フィルター4」を使用することをおすすめします。 

mm 青少年びお6れる家庭の皆様へ〜重要なお知6せとお願い国 

インターネットの発展によって、世界中の人と容易にメールのやりとりをしたり、個人や企業び 
開設しているインターネット上のサイトをミ舌用したりすることによって、必要なときに必要とす 
る情報を瞬時に検索することび可能となっています。しかしなび日、インターネットには違法情 
報や有害情報という負の側面びあります。特に青少年にとって、下記のようなインターネット上 
のサイトは、情報入手の容易化や機会遭遇の増大などによって、青少年の健全な発育を阻書し、 
犯罪や財産権侵害、人権侵害などの社会問題の発生を助長していると見日れています。 

• アダルトサイト（ポルノ画像や風俗情報） 

• 出会い系サイト 
• 暴力残虐画像を集めたサイト 
• 他人の悪口や訪謗中傷を載せたサイト 
• 犯罪を助長するよラなサイト 
• 毒物や麻薬情報を載せたサイト 

アダルトサイトび青少年にとっていかに有害であってち、他人のサイトの公開を止めさせるこ 
とはでさません。情報を発信する人の表現の自由を奪ラことになるからです。また、日本では 
非合法であってち、海外に存在しその国では合法のサイトちあり、それ日の公開を止めさせる 
ことはでさません。 

有害なインターネット上のサイトを青少年に見せないよラにするための技術び、「フィルタ I 」ン 
グ」といわれるちのです。フィルタリングは、情報発信をの表現の自由を尊重しつつ、情報受 
信をの側で閲覧の制御を行ラ技術的手段で、] 00%万全ではありませんび、多くの有書な情報 
へのアクセスを自動的に制限することびでさる有効な手段です。特に青少年びおられるご家庭 
では、ご自宅のパソコンにフィルタ U ング機能を持つソフトウェアを購入しインス I ルする 
か、インターネット事業をのフィルタ U ング-サービスの利用をご検討されることをおすすめ 
します。 

r フィルタ U ング」は、ソフトウェアあるいはサービス事業者によって、「有書サイトブ□ック」 
rweb フィルタ」「インターネット利用管理」などと表現される場合もあり、それぞれ、機能、 
利用条件び異なっています。ソフトウェア提供会社あるいは、お客様び契約されているイン 
ターネット事業者に、事前にご確認されることをおすすめします。 
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D 有害サイトの閲覧（アクセス）を制限する 


参考資料 

• 社団法人電モ情報技術産業協会のユーヴ向け啓発資料 
r パソコン-ヴポートとつさあラ方法」 
http :// it . jeita . or . jp / perinfo / report / pcsupport / inclex.html 

i - フイルター4 

本製品には、フィルタ U ング機能をちつアプ U ケーシヨンとして n - フィルター4」び用意され 
ています。 n - フィルター4」は、ユーヴの年齢やホームページのカテゴ U によってアクセスを 
制限し、有書なホームページは表示しないように設定することびできます。 


使用期限について - 

•あらかじめ、「付録 n—ra n- フイルター4」について」を確認してください。 


n - フィルター4」の使いかたについては、《おたすけナビ（さくいん）：有書サイトへの 遮断》 
をご確認ください。 
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大切なデータをおわないために 

—バックアップー 


この章では、バックアップ全般についてと Windows メールのバック 
アップ方ま、 CD / DVD/HD DVD にコピーをとる方法を紹介してい 
ます。パソコンび故障したり、誤ってファイルなどを削除したとさに、 
バックアップをとっていないと、なくしたデータを復旧することはで 
きません。万一のために必ずノくックアツプをとりましよう。 


1バックアップをとる . 68 

2データのバックアップをとる . 72 

3リカバリディスクを作る . 78 












パックアップをとる 


保をしたファイルやフォルダを誤って削除してしまったり、パソコンのトラブルなどによって 
ファイルび使えなくなってしまうことびあります。 

このような場合に備えて、あらかじめファイルを CD - R 、 CD - RW など、八ードディスクドライ 
ブじ(外の記憶メディアにコピーしておくことをバックアップといいます。 






大切なデータは、こまめにバックアッ3をとってください。 

本製品に添付されている 「 TOSH 旧 A Disc Creator 」 を使って 、 HD DVD - R *，、 DVD - RW 、 
DVD - R 、 DVD-R DL (Dual Layer DVD - R )、 DVD + RW 、 DVD + R 、 DVD+R DL 
( DVD 十 R Double Layer )、 CD - RW 、 CD - R にバックアップをとることびできます。ただし、 
地上デジタル放送の録画データは 、 「QosmioAV Center 」 のムーブ機能で HD DVD - R * i 、 
DVD - RAM にデータを移動する場合を除き、バックアップをとることびできません。 

丰1 HD DVD - R ドライブモデルのみ 




バックアップをとるにあたって 


あらかじめ、附録 D - D バックアップについて」を確認してください。 


vO ! r 役立つ操作集 


Windows のノ（ックアップ機能 

Windows Vista ®// くックアップ機能を使って/^くックアッ 
プをとることわでさます。 

[スタート]ボタン （©) 一 [コントロールパネル]をク 
U ックして、表示された画面で[ぶバックアップの作励 
をク U ックしてください。 

詳細について 『Windows ヘルプとヴポート』 


な C ' •みこ 



フアイ,ぶ田田 •' 
コ7イル阳 b ロア a ■ブが Eg ：/ 壬 T 
つアイルとフ开11/9の A ブク7>フモ巧由レ STi 

37イ巧; i レます 
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u バックアップをとる 


バックアツプびが要なデータ 


バックアップをとることを推奨するデータには、なのようなちのびあります。 

• U カバ U (再セットアップ）ツール 

•自分で作成したデータ（文書、画像、映像、音楽など） 

•送受信したメール 

• メールの アドレス帳 
•インターネットの[お気に入り] 

メール、アドレス帳、[お気に入り]のバックアップ方法については、《おたすけナビ》の[よ 
くあるしつちん]—[便利な使いかた]で説明しています。 

画 MS - IME で登録した単語について 

日本語入カシステム MS - IME の「単語/用例登録」で登録したユーヴー辞書データをバック 
アップすることびでさます。 

詳しくは rMS - IMEJ のヘルプを確認してください。 

• ヘルプの起動方法 

① IME ツールバーの[ヘルプ]ボタン （&) をク U ックし、表示されたメニューか日 
[ Microsoft ® Office IME 2007]または [ Microsoft ( R ) IME ] 一 [目;欠とキーワード] 
をク I 」ックする 

■インターネット接続の設定情報について 

インターネット接続の設定情報は、データのバックアップびとれません。 

設定情報はプ□バイダから送られてさた書類に記載されています。書類を大切に保管し、設定 
に必要な情報を忘れないよラにしてください。 

書類び手元にない場合は、次のインターネットの設定を控えてください。 


•ユーヴ ID 

•電子メールアドレス 
•プライマ UDNS サーバ 
•インターネットメールサーバ 
•アクセスポイントの電話番号 


•パスワード 
•メールパスワード 
•セカンダ UDNS サーバ 
•ニュースサーバ 
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ファイルやフオルダのバックアップをとる 


ファイルやフォルダのノ（ックアップをとる前に保を場所を確認してください。 

I ファイルやフォルダの巧を場所 _ 

ファイルやフォルダは;欠の場所に保をされています。 

これらのファイルやフォルダは、そのままバックアップ用の外部記憶メディアにコピーするこ 
とびできます。外部記憶メディアにバックアップのデータを書き込む場合は、体章旦デー 
夕のパ'ックアップをとる」を確認してください。 
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u バックアップをとる 


自分で作成したファイルや 
フォルダ 

保を時に指定した場所に保をされます。わかりやすい場所に保 
をしてください。保を先を忘れた場合は、[スタート]ボタン 
(@)一 [検索]で探すことびできます。 

[ドキュメント] 

[コンピュータ]■八ードディスクドライブ（じ） - [ユーヴ ー] 
内の各ユーヴ名のフォルダに保をされています。 

[お気に入り] 

[デスクトツプ] 
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ファイルの検索《できる dynabook 第7章ファイルの操作を覚えよう》 

複数の ユー ヴで使っている場合は、それぞれの ユー ヴ名で□グオンし、データのバックアップ 
をとってください。 

外部記憶メディアに保をしたデータのバックアップをとる場合は、いったん八ードディスクド 
ライブに保存してか日、バックアツプ用の外部記憶メディアにコピーすることをおすすめしま 


■バックアップのデータを利用する 

バックアップをとった[ドキュメント]、[お気に入り]、[デスクトップ]を利用する方法を説 
明します。 

① [スタート]ボタン（@)一 [コンピュータ]をク U ックする 

② 八ードディスクドライブ（じ）をダブルク U ックする 

③ [ユーヴー]フォルダをダブルク U ックする 

④ バックアップしたデータを利用するユーヴのフォルダをダブルク U ックする 
⑥バックアップをとった外部記憶メディアをセットする 

⑥手順⑥でセットした外部記憶メディア内に保をされている[ドキュメント]、[お気に入り]、 
[デスクトップ]フォルダを、ユーヴのフォルダ内にコピーする 
メッセージび表示されたら、確認してボタンをク U ックしてください。 

それぞれのフォルダび上書さされます。 

I おすすめするパックアップ方法 _ 

なの2ステップでバックアップをとることをおすすめします。 


■データはシステムとは別の八ードディスクドライブに f 呆巧する 

八ードディスクドライブは、 G 4 □シ U - ズの場合、 HDD ] び八ードディスクドライブ（じ）と 
八ードディスクドライブ （ E :) に、 HDD 2 び八ードディスクドライブの:）に分かれています。 
F 4 □シ U - ズの場合、八ードディスクドライブ（じ）と八ードディスクドライブ （ D :) に分か 
れています。 

システムは八ードディスクドライブ（じ）にセットアップされています。 

システムに不具合び起きたとき、 n 」 カバ1」」という作業を行うと、八ードディスクドライブ 
(じ）のシステムび復元されます。ただし、八ードディスクドライブ（じ）に保をされていた 
データち同時に消去されるため、作成したファイルやフォルダは、八ードディスクドライブ 
(じ）じ(外に保をすることをおすすめします。 
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u バックアップをとる 


本製品に用意されている u カバ u ツールの[パーティションサイズを変更せずに復元]を選択 
して U カバ U を行ラと、八ードディスクドライブ（じ）じ(外に保をされているデータは、リカ 
パ ' U を行ってち保持されます。 

U カバ U 前 U カバ IJ 後 


に:） 


に:)じ(か 


システム 


扇 


園 



U カバ’ I. 



作成 


し 

データ B 

ド 


リカパ ' U 「已章買ったとさの状態に戻すには」 

^ メモ 


データの保存先は[名前を付けて保存]画面の左側で指定しまず。 


C ©， 庐 > dynabook » ピクチ P 


み I 阿 


可 




E ピクチ p 
バブ y ジク 


i *£ ををした g 巧 
I デスクトップ 

Iコシピユータ 
j ドキュメント 


ぶ 


フ7ィ, US 脚；1 

- 

フアイ;1/¢®*任)： IpnG C-png) 

，.1 


• フマ的巧を 


画面の下半分び表示されていない場合は、[フォ 
ルダの参照]をク U ックしてください。 


■定期的にバックアップをとる 

八ードディスクドライブ（じ）じ(外の八ードディスクドライブに保をされているデータち、 

八ードディスクドライブの故障などの原因で、使えなくなってしまラことびあります。 

八ードディスクドライブ（じ）じ(外の八ードディスクドライブに保をされているデータち、定 
期的に外部記憶メディアにバックアップをとってください。 
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バックアップ用に使用でさる外部記憶メディアは;欠のよラなちのびあります。 

•言己録用の CD / DVD メディア •HD DVD - R メディア 

• SD メモ U カードなどの外部記憶メディア 

お使いのモデルによって、使用でさる外部記憶メディアび異なります。 

また、ファイルやフォルダの容量によって、使用する外部記憶メディアを還び、あ日かじめ用 
意してください。 

使用できる外部記憶メディア『いろいろな機能を使おう1章バソコンの基本操作を覚えよラ』 


~2 


SD メモ U 力ード、メモ U - スティック、 USB フラッシュメモ U 、 DVD - RAM などはフォルダ 
やファイルをコピーすることびできます。 

S が部記憶メディアをセットする 

外部記憶メディアのセット 

『いろいろな機能を使おう1章バソコンの基本操作を覚えよラ』 

データび保巧してあるフォルダをちクリックし、表示されたメニューか 
5 [送る]一手順 D のが部記憶メディアをクリックする 


巧く (0) 

ェクスプ□-ラ(X) 

巧を (E)-.. 

Windows Media Player リストに動！] (W) 
Windows Media Player でき生する (P) 


切り取り。） 

つピ-に） 

おり付け (P) 

シヨー トカジトのけぶ (S) 
削拾 (D) 

名前の変ま (M) 
プロパティが） 


I 圧巧 （Zip おす）フォ 
■ デスクトジブ（シヨートカジトを作前 
一 j メール受信吾 


リムーノロルディスク (G：) 


地上デジタル放送について 

あらかじめ、「付録 D - D - 地上デジタル放送について」を確認してください。 
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B データのバックアップをとる 


CD / DVD/HD DVD にデータのバックアップをとる 


CD - R 、 CD - RW 、 DVD - R 、 DVD - RW 、 DVD + R 、 DVD + RW、HD DVD - R に データをつ ピー 
するには、本製品に添付されている 「 TOSH 旧 A Disc Creator ] を使います。データをコ 
ピーする（書さ込む）際に気をっけていたださたいことびあります。また、それぞれ対応して 
いるメディアび異なります。 L ソ降の説明をよくお読みになってから書さ込んでください。 
Windows Vista に用意されている CD / DVD への書き込み機能にっいては、《できる dyna - 
book » を参照してください。 


メモ 


♦ DVD - RAM にデータを書き込む場合は、バックアップしたいファイルやフォルダを [ DVD - RAM ドラ 
イブ]にコピーして<ださい。 

♦ CD - R 、 CD - RW などにバックアップをとった場合、そのデータは書き込み不可になっている場合があ 
りまず。この場合、バックアップをとったデータを使ラときには、 ] 度八ードディスクドライブなどに 
コピーしてからそのデータをちクリック^ [プ□パティ]で、[読み取り専閒のチェックをはずして 
<ださい。 


CD / DVD/HD DVD に書き込む前に、書き込みを行うにあたって= 

•あらかじめ、附録 □ Ka 巳 D / DVD/HD DVD にデータのバックアップをとる」を確認し 
て < ださい。 


■■ TOSHIBA Disc Creator 

使巧でさるメディアは;欠のとおりです。 

メディアについての詳細は、『いろいろな機能を使おラ ] 章0 CD や DVD、HD DVD を使ラ』 
を参照してください。 

〇:使用でさる X :使用でさない 


CD-R 

CD-RW 

DVD-R 

DVD-RW 

DVD+R 

DVD+RW 

DVD-RAM 

HD DVD-R 

〇 

〇 

0*1 .吕 

0*1 

。*1 -3 

0*1 

X 

0*4 


* 1 DVD - Video 、 DVD - Audio の作成はでをません。また、 DVD プレーヤなどで使用することはできません。 
*2 DVD-R DL を含みます。 DVD-R DL には追記びできません。 

*3 DVD+R DL を含みます。 
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*4 HD DVD-R DL を含みます 。 HD DVD-R DU こは追記びでをません。 
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Q データのバックアップをとる 


あらかじめ書き込みを始める前に CD / DVD/HD DVD をドライブにセットしてください。 

[スタート]ボタン （©) 一 [すべて①プ□グラム] 一 [TOSHIBA] 
一 | ； CD&DVD アプリケーシヨン] 一 [Disc Creator] をクリックす 
る 

「TOSHIBA Disc Creator 」 の [Startup Menu ] 画面び表示されます。 


[データディスク作成]をクリックする 


メインウインドウび表示されます。 


m 

1月の与5 


_， _* ■ー サ _か；も % ^ _\ 





▼ 


ク TOS 川 BA Disc Creator - StartuD Menu 


ち宰タニュ- 

み 


TOSHIBA Disc Creator 


鶴瓣穀 » 贏镶ぞの械、 


音笑 CD 巧巧 

•音楽 CD や音をファイルからかジナル音楽 CD をな巧します。 


み 


じデータディスウれ巧 

バソコンのデータを CD、DVDs HD DVD に記緑します。 


を 


ディスク"，ウアクブれ巧 
• CD 、 DVD、HD DVD のバックアップを化巧します。 


巧み回からこのタイア□クをお执しない 





I 1 み 1 レ W 


使用方法 


T 08 H BA 
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B データのバックアップをとる 


B r 書込巧」にファイルを追加する 

参ち法1 r 読込元」でファイルを選択する 

1. 三ボタンをクリックし①、記録するファイルやフォルダの保存巧を選択する② 




























Q データの バックアップをとる 


>方法2記録するファイルやフオルダを r 書込先」にドラッグアンドド□ツ 
プする 


曾 矿 



'イルのお®)テイスウ(白） a®s) へ/:•フ曲 


I 


r 書込巧」の[開始]ボタン （ 

メッセージび表示されます。 

[はい]ボタンをクリックする 




) をクリックする 



書さ込みび開始されます。 

CD/DVD/HD DVD をセットしていない場合は、メッセージ画面び表示されます。 
CD/DVD/HD DVD をセットして、 [0K] ボタンをク U ックしてください。 
データの書さ込みび開始され、進搜を示す画面び表示されます。 


テータテイスクイ乍巧な 


まき 这みげ完了桌まで' U : らくゎまちください。 


現をの処理のち巧;巧兄;ディスクク日—ズ化巧中 


をはの巧巧の遥妍ホ兄： 


[キャン t ル a 


書さ込みが終了すると、購入時の設定では元のデータと書さ込んだ CD/DVD/HD 
DVD のデータを比較します。 

比較して問題ないことび確認されると、完了のメッセージが表示され、メディアが自 
動的に出てさます。 



大切なデ I 夕を失わないために— バックアップ— 
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B データのバックアップをとる 


■ち法1 

①[スタート]ボタン （©) 一 [すべてのプ□グラム] 一 [ TOSHIBA ] -に D & DVD アプ 
U ケーシヨン] 一 [Disc Creator ヘルスをク U ツクする 

■方法2 

①メインウインドウの[ヘルプ]^ [ヘルプ]をク U ックする 



「 TOSH 旧 A Disc CreatorJ のヘルプび表示されます 


「 TOSH 旧 A Disc CreatorJ のお問い合わせ先 
『いろいろな機能を使お5 7章 D お問い合わせ先』 


TOSHIBA Disc Creator 



もう]枚、同じ CD / DVD/HD DVD を作成する場合は、[はい]をク U ックしてく 
ださい。 

[追記ディスクへの書き込みび正常に終了しました。]というメッセージび表示された 
場合は、[〇のボタンをク U ックしてください。 


ヘルプの起動方ミ去 



大切なデ I 夕を失わないために—バックアップ— 
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パソコン本体には、システムやアプ U ケーシヨンを購入時の状態に復元するための U カバ U 
(再セットアップ）ツールび内蔵されています 。 「TOSHIBA Recovery Disc creator 」 を 
使って U カバ U ディスクを作成し、あ日かじめ、 U カバ U ツールのバックアップをとっておく 
ことをおすすめします。 

何日かのトラブルで八ードディスクドライブか日 U カバ U できない場合でち、 U カバ U ディス 
クか日 U カパ I 」をすることびでさます。 

U カバ U ディスクびない状態で、八ードディスクドライブか日 U カバ U び行えない場合は、修 
理び必要になる可能性びあります。購入店、または保守サービスに相談してください。 

修理のお問い合わせについて r まち PC サポートのご案内』 

_リカバリディスクを作成でをるメディア 

「TOSHIBA Recovery Disc creator 」 では、次のメディアを使用できます。 

作成するメディアの種類は 、 [TOSHIBA Recovery Disc Creator ] 画面の[ディスク構成] 
で確認でさます。 

リカバリディスクの場合 


DVD-R 

DVD+R 


DVD-R DL 
DVD+R DL 


DVD-RW 

DVD+RW 


あ日かじめバックアップ用のメディアを用意してください。 [ TOSH 旧 A Recovery Disc 
Creator ] 画面で表示されるディスク番号び、必要な枚数です。複数枚使用する場合は、同じ 
規格のメディアで統一してください。 

メディアについて/メディアの使用推奨メーカ 

* 使用できるメディアについて、 r いろいろな機能を使おう1章0 CD や DVD、HD DVD を使う』 
を確認してください。 

•推奨するメーカのメディアを使用してください。 

•書さ込み速度に対応したメディアを使用してください。 

• 規格に準拠したメディアを使用してください。 



リカバリディスクの作成にあたって 


* リカパ ' U ディスクを作成ずるには、下記州こちお願い事項がありまず。 

「付録 Q-Ka CD / DVD/HD DVD にデータのバックアップをとる」のお願いを確認してく 
ださい。 

• [TOSHIBA Recovery Disc Creator 」 では DVD - RAM を使用できません。 

• [TOSHIBA Recovery Disc Creator ] を使ってリカバ U ディスクなどを作成するときは、他 
のアプ U ケーシヨンソフトをすべて終了させてから、行ってください。 



3 I リカバリディスクを巧る 


大切なデ I 夕を失わないために— バックアップ— 
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U カバ U ツールの U カバ U ディスクを作成するには、じ(降の説明を参照してください。 











B リカバリディスクを作る 


起動方法 

[スタート]ボタン （(0) 一 [すべてのプ□グラム] 
スク作成ツー J レ]をクリックする 

「TOSHIBA Recovery Disc Creator 」 び起動します。 


[リカバリデイ 


I な 、 TOSHIBA Recovery Disc Creator 


© 


りわバリ 
わほしゆ二 I 
す。 TOSHlI 
DV0€f*EB 




とュータのトドディスク上Iこは、リか i リイメージがは巧されていミ 
A Recovery Disc Cre が or を巧って、このイイージからリカバリ〇昨 
することかできます。 


’さ仆ル ' 


ディスク巧巧 


テータス 

田图リカバリディスク 


]DVD:4.7 如— 

3 



巧をのディスク 
を巧のち# 


因比お 


巧ぶ；キャン它ル: 


■ タイトル 

チェックボックスにチェックびついて 
いる（应 ]) ディスクを作成します。 
田をク U ックすると作成するディス 
クの一覧び表示されます。 

.ディスク構成 

作成するデイスクのメディアの種類を 
選択することびできます。 


(表示例） 


「TOSHIBA Recovery Disc creator 」 で作成するディスクは、画面に表示されるが 
数分、メディアび必要になります。 


リカバリディスクを作がずる 

[タイト J レ]で作成するディスクをチェックする（互]) 

チェックボックスにチェックびついているディスクを作成します。作成する必要のな 
いディスクは、チェックをはずしてください。 

[作成]ボタンをクリックする 

作成する U カバ U ディスクの確認とメディアのセットを巧める画面び表示されます。 

メディアをセットする 

DVD のセット『いろいろな機能を使おう 1 章0 CD や DVD、HD DVD を使う』 

[0 K ] ボタンをクリックする 

作成び開始され、[現在のディスク]に作成しているディスクの進巧状況び表示され 
よ9 〇 

作成を途中で中止する場合は、[キャンセル]ボタンをク U ックしてください。 

作成び終了すると、メディアび自動的に出てきます。 

作成するディスクび複数枚ある場合は、メッセージに従ってメディアを入れ替えてく 
ださい。 





大切なデ I 夕を失わないために—バックアップ— 


Tc' 


9 

7 











B リカバリディスクを作る 


メッセージを確認し、 [0K] ボタンをクリックする 

ディスク作成後は、作成したディスクの種類0」カバ I 」ディスクなど）と番号びわか 
るように、ディスクに目印をつけてください。例えば、 n 」 カバ U ディスク XX (番号)」 
といラよラに、レーベル面に油性のフェルトペンなどで記載してください。 I 」カバ U 
をするとき、この番号どおりにディスクを使用しないと、正しく U カバ U されません。 
必ずディスク番号びわかるよラにして保管してください。 

[閉じる]ボタン（@)をクリックする 

[TOSHIBA Recovery Disc Creator ] 画面び閉じ、ディスクの作成を終了します。 

U カバ U ディスクか日 U カバ U をする操作手順についロホ、「已章旦-团 U カバ U 
ディスクか 51 」カバ I 」をする」を参照してください。 

「TOSHIBA Recovery Disc Creator 」 のお問い含わせ先 
『いろいろな機能を使おラ7章 D お問い合わせ先』 



大切なデ I 夕を失わないために—バックアップ— 
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具つたとをのが腺に戻ずには 

— リカバリー 


この章では、パソコンの動作びおかしくなり、いろいろなトラブル解 
消方法では解ミ夫できないときに行う「リカバリ」について説明してい 
ます。リカバリを行うことでシステムやアプリケーションを購入時の 
状態に復元できます。作成したデータなどび消去されますので、よく 
読んでか5行ってください。 


1リカ/ V ’リとは . 82 

2リカバリ=再セットアップをする . 87 

3リカバリをしたあとは . 10已 











リカパリとは 


U カバ U (再セットアップ）とは、お客様び作成したデータや、購入後にインス!ルしたア 
プ U ケーシヨン、現在の設定などをすべて削除し、ちラ]度ご購入時の状態に復元する作業で 
す。八ードディスクドライブ内に保存されているデータ（文書ファイル、画像•映像ファイル、 
メールやアプ U ケーシヨンなど）はすべて消去され、設定した内容（インターネットやメール 
の設定、 Windows □グオンパスワードなど）も購入時の状態に戻る、つまり何も設定してい 
ない状態になります。 

なのよラな、どラしてち他に方法びないとさに I 」カバ I 」をしてください。 

•パソコンの動作び非常に遅くなった 
• 周辺機器び使えなくなった 

•八ードディスクドライブにあるシステムファイルを削除してしまった 
• コンピュータウイルスやスパイウェアなどに感染し、駆除できない*1 
•パソコンの調テびおかしく、いろいろ試したび解消でさない 
• 東芝 PC あんしんヴポートに相談した結果、 「 U カバ U び必要」と診断された 

* 1アプ U ケーシヨンび正常に起動できない場合など、状態によってはウイルスチェックびできない場合びあ 
りまず。 


リカバリをする前に®認すること 


ノ（ソコンの動作びおかしいと感じたとさ、次の方法を実行してみてください。 U カバ U をしな 
くてち、状態び改善される場合びあります。なの方法をすべて試してみてち状態び改善されな 
い場合に、 U カバ U を実行してください。 

I ウイルスチェックソフトで、ウイルス感染のチェックを実行する 

本製品に用意されているウイルスチェックソフトを使って、ウイルスに感染していないかどラ 
かを確認してください。ウイルスび検出された日、ウイルスチェックソフトで駆除できます。 
その際、ウイルス定義ファイル（パターンファイル）は、最新のものに更新しておいてください。 
場合によっては、ウイルスチェックソフトで駆除できないウイルスもあります。そのときは、 

1」カバ U を実行してください。 

ウイルスチェックソフト「3章インターネットを快適に利用するために」 



買つたとさの状態に戻すには—リカバリ— 




■ F 40 シリーズの場合 

Q 回キ-を押しなびら、電源を入れる 

f rQosmioJ 画面び表示された5、回キーか5指をはなす 

r 詳細ブートオプション」び表示されます。 

[セーフモード]を選択し、 I ENTER I キーを押す 

最低限の機能で Windows を起動させることびでさます。これで起動でさた場合は、 U カバ U 
をする前に東芝 PC あんしんサポートにご相談ください。 



増設メモ U や USB 対応機器など、購入後に追加で増設した機器び障書の原因となっている場合 
びあります。それらを取りはずしてから、再度確認してみてください。また、電源関連のトラブ 
ルの場合は、バッテ U をいったん取りはずし、再度取り付けてから起動し直してみてください。 


^機器の取りはずし『いろいろな機能を使おう3章周辺機器を使って機能を広げよラ』 



パソコンの調子びおかしいと思ったときは、『いろいろな機能を使おラ日章パソコンの動作び 
おかしいとさは』で解消へのアプ□ーチを確認してください。いろいろな解消方法を紹介して 
います。 

それでち解消できないときに、 U カバ U をしてください。 


rQosmio 」 画面び表示された5、リキーを巧す 
r 詳細ブートオプション」び表示された5、@キーか5指をはなす 
[セー フモー ド]を選択し、 [enter I キーを押す 


Windows び起動でさないとさは、なのよラに実行してみてください。 

■ G 40 シリーズの場合 

電源を入れる 
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D U カノ （ IJ とは 


ーフモードで起動で宝るか実行してみる 


買ったとさの状態に戻すには—リカバリ— 





DU カバ U とは 


I 」カバ u をする場合は、なのよラな流れで作業を行ってください。 


バックアップをとる 固^ なデ-夕を失ねな 

一 J 


II カバリ谓セットアップ） 図或「本旨0 リヵバリニ 

刀 J い J WL ノ r ノノ ノ J 再セットアップをずる」 


ァプリヶーンョンのィンスト-ル陽拐 J ; 男) 


( 州。0常哉 2 〇〇〇品8陽 黒章 点® ご剧品 

DneNote 2007 *i のインストール ^ 再イノスト—ルす々」 


《できる dynabook 

インターネットの設定 第 3 章インターネットを 

使 5 準備をしよ 5 》 


ウイルス》様ソフトの—醜と黙/ f ^ 


《できる dynabook レッスン 

Windows Update 30 (第 4 章）バソコンを 

最新の状態にずるには》 


デ-夕の復元ゃメ-ルの設定固承 器め智な デ-夕を失ゎな 


* 1 Office 搭載モデルの場合 
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リカバリ（再セットアップ）の流れ 



買つたとさの状態に戻すには—リカバ U — 


















D リカバ U とは 


リカバリをはじめる前にしてお<こと 


U カバ U をはじめる前に、次の準備と確認を行ってください。 

I 準備するもの _ 

•『準備しよラ』（本書） 

• 『いろいろな機能を使おう』 

• 巻末の U カバ U チェックシートをコピーしたちの 

• U カバ U ディスク（作成した U カノのディスクから U カバ U する場合） 

I 化要なデータのバックアップをとる _ 

U カバ U をすると、購入後に作成したデータやインス!-ールしたアプ U ケーシヨンなど 、八一 
ドディスクドライブに保をしていた内容は削除されて、設定び初期化されます。次のよラな 
データは削除されますので、可能な場合は、外部記憶メディア （ CD / DVD や USB フラッシュ 
メモ U など）にバックアップをとってください。 

• ドキュメントのデータ 
• デスクトップに保存したデータ 
•インターネットエクスプ□ーラのお気に入り 
• メール送受信データ 

• メール アドレス帳 

•プレインストールされているアプ I 」ケーシヨンのデータやファイル 
• お客様びインス I -ールされたアプ U ケーシヨンのデータ 
• お客様び作成されたフォルダとファイル 

また、リカノ ( U 後も現在と同じ設定でノ（ソコンを使いたい場合は、現在の設定を控えておいて 
ください。 

ただし、八ードディスクドライブをフォーマットしたり、システムファイルを削除した場合や、 
電源を入れてちシステムび起動しなくなってからでは、バックアップをとることびできません。 
また、 U カバ U を行ってち、八ードディスクドライブに保をされていたデータは復元でさませ 
ん。 

バックアップについて「4 章 大切なデータを失わないために」 

I アプ IJ ケーシヨンのセットアップ用メディアを確認する 

Wicroso け Office 」 や、購入後に追加でインス! -- ルしたアプ U ケーシヨン、プリンタなど 
の周辺機器のドライバは、 U カバ U 後にインス!-ールする必要びあります。これらを再度イン 
ストールするためのメディア （ CD など）び、お手元にあることを確認してください。 

また、アプ U ケーシヨンによっては、再度インス!-ールするときに ID 番号などび必要です。あ 
らかじめ S 崔認してください。 


買つたとさの状態に戻すには - U カバリ- 
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DU カバ U とは 


I 各種設定を確認する _ 

インターネットや LAN の設定、 Windows □グオン時のアカウント名などの設定項目を、メモ 
などに控えておいてください。ウイルスチェックソフトなど、有償で購入した認証キーなどび 
セットアップ時に必要なアプ U ケーシヨンは、それ日の番号を控えておいてください。確認方 
法は各アプ U ケーシヨンのヘルプやお問い合わせ先にご確認ください。 

I 音量を調節する _ 

U カバ U 後、 Windows セットアップび終了するまで音量の調節はできません。あ日かじめ、 

ボ U ュームダイヤルで音量を調節してください。丙 \/]+ r ^ キーを使って、内蔵スピーカや 
ヘッドホンの音量をミュート（消音）にしている場合は、ちラ]度但リ+店さ幻キーを巧して元 
に戻しておいてください。 

I 周辺機器をすべて取りはずす _ 

増設メモ U や USB 対応機器など、パソコン本体に取り付けている物は、 AC アダプタのケープ 
ルじ(外すベて取りはずしてください。このとき、パソコン本体の電源を切ってから行ってくだ 
さい。 

機器の取りはずし『いろいろな機能を使お5 3章周辺機器を使って機能を広げよ ラ』 



• 市販のソフトウエアを使用してパーティシヨンの構成を変更ずると、 U カバ U びでをなくなるこ 
とびあります。 



買つたとさの状態に戻すには—リカバ U — 


班 

























リカパリ = 再セットアップをずる 


本製品にプレインス I -ールされている Windows やアプ U ケーシヨンを復元する方法について 
説明します。 

本製品の U カバ U は、ユーヴ権限に関わ日ず、誰でち実行でさます。誤って他の人に U カバ U 
を実行されないよラ、ユーヴパスワードを設定しておくことをおすすめします。 

ユーザバスワード《おたすけナビ（さくいん）：ユーヴバスワード》 


了 


い<つかあるリカバリ方ま 


U カバ U には、なの方法びあります。 

•八ードディスクドライブか日 I 」カバ I 」をする 
• U カパ I 」ディスクか日 I 」カパ U をする 

通常は八ードディスクドライブか日 U カバ I 」をしてください。 

U カノのディスクか日の U カバ U は、八ードディスクドライブの U カバ U (再セットアップ） 
ツール（システムを復元するためのちの）を消してしまったり、八ードディスクドライブか日 
U カバ U びでさなかった場合などに行ラことをおすすめします。 

U カバ U ディスクか日 U カバ U をする場合は、「4章0 U カバ U ディスクを作る」を確認して、 
1」カバ I 」ディスクを用意してください。 
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八ードディスクドライブか6リカバリをする 


■■ G 40 シリーズの場合 

八ードディスクドライブの U カバ U ツ ー J レでは、次のメニューのなかか日 U カバ U 方法を選択 
することびでさます。あらかじめ U カバ U 方法を決めておくとスムーズに操作でさます。 

■ ご購入時の:!犬態に復元（システム回復オプシヨンあり） 

1台目の八ードディスクドライブ （ HDD 1) をパソコンを購入したときの状態（パーティシヨ 
ンび2個の状態）に戻し、購入時にプレインス I ルされていたシステムとアプ U ケーシヨン 
を復元します。 

購入後に作成したデータや設定などはすべて消去されます。 

■パーティシヨンサイズを変更せずに復元<推奨> 

1台目の八ードディスクドライブ （ HDD 1) のパーティシヨンサイズを変更して使用していた 
場合、 その! (—ティシヨンの構造を保ったままシステムを復元します。 

八ードディスクドライブ（じ）に保存されていたデータは消去され、購入時の状態に戻ります 
び、その他のドライブに保をされていたデータや設定は、そのまま残ります。 

ただし、 BIOS 情報やコンピュータウイルスなどの影響でデータび壊れている場合、八ード 
ディスクドライブ（じ）じ(外の領域にあるデータち使えないことびあります。 


買つたとさの状態に戻すには - U カバリ- 
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QU カバ U = 再セツトアップをする 


■パーティシヨンサイズを指定して復兀 

1台目の八ードディスクドライブ （ HDD 1) の八ードディスクドライブ（じ）のサイズを指定 

して復元することびできます。八ードディスクドライブ（じ）じ(外の八ードディスクドライブ 

の領域は]つの領域になり、データや設定などはすべて消去されます。 

反 f メモ 

•八ードディスクドライブから U カバ U を行ラ場合は、ドライブにメディアをセットしていない状態で 
実行してください。ドライブにメディアびセットされていると、エラーになる場合びあります。 

•どのメニューを選択してを、1台目の八ードディスクドライブ （HDD1) の八ードディスクドライブ 
(じ）には U カバ1」ツールから購入時と同じシステムび復元され、2台目の八ードディスクドライブ 
(HDD2) に保存されたデータや設定などは残ります。 

• 内蔵されている八ードディスクドライブ2台のラち、購入時の状態で最初に起動するよラに設定されて 
いる八ードディスクドライブ （HDD1) だけにシステムび復元されます。起動ドライブを2台目の八一 
ドディスクドライブ （HDD2) に変更している場合も、 HDD 1に対してシステムの復元び実行され、 

しソ降の起動ドライブち HDD1 に戻ります。 

ここでは、 r パーテイシヨンサイズを変更せずに復元」する方法を例にして説明します。 


パソコンの電源を切る 

AC アダプタと電源コードを接続する 


キーボードの回（ゼ □) キーを巧しなび5、パソコンの電源を入れる 

[ Qosmio ] 画面び表示されたら、指をはなしてください。 

ユーヴパスワードを設定している場合は、 「 Passwo 「 d =」 または「パスワードを入 
力して下さい。」と表示されます。 

ユーヴノ（スワードを入力して I ENTER I キーを巧してください。 

メッセージび表示されます。 

画面の内容を確認し、[はい]ボタンをクリックする 

[復元方法の選択]画面び表示されます。 


買つたとさ Q 状態に戻すには - U カバリ- 
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且リカバリ=再セツトアップをする 


[初期インストールソフトウェアの復元]をチェックし①、[巧へ] 
タンをクリックする② 


<復元方法の還が> 

お元ち;去を還巧してくださし1。 


巧■ネリ巧インストールソつトウ王アの i ま元 J 

巧巧インストールソフトウIアを误元しまず。 


’ A —ドデイスウ上の全デ—如)消モ 

/、ードディスウ上の全デー5を消ましまず。 


_ ([ 巧へ邮 >] い':二-.こ： —③ 

[八ードディスク上の全データの消去]は、パソコンを廃棄または譲ミ度する場合など、 
個人情報漏えいを防ぐために、八ードディスクドライブのデータを完全に消去するた 
めのちのです。通常は実行しないでください。実行すると、八ードディスクドライブ 
上にある、 U カバ U ツールの領域じ(外のすべてのデータび削除されます。 

八ードディスクドライブの消去について 

r 日章 Q -^ a 八ードディスクドライブの内容をすべて消去ずる」 

[パーティシヨンサイズを変更せずに復元]をチェックし①、枚へ] 
ボタンをクリックする② 


く巧期インストールソつトウ I アの復元> 

憤元する柄成を遇巧してくだをい。 

广ご轉入時の状徽こ復元(システム回復オブシヨンあな 


巧 I バーテイシヨンみ了ををミせすに復:元1 


广 バー テイシ ヨン サイズを指定して復元 


HDD の サイス： が' み 

C: ドライブのサイス： 巧。，… .1 

<戻る曲 G ホへ曲ぃ] 1 "：.： -■'： ! -② 

[パーティションサイズを変更せずに復元]を選択した場合の意味と動作は、なのと 
お0です。 

他のメニューを選択した場合については、なのページを参照してください。 

•に購入時の状態に復元（システム回復オプションあり）]: P.92 
•[パーティションサイズを指定して復元]: P.92 

F40 シ U- ズについては、体項 n F4 □シ U- ズの場合」を確認してください。 


買ったときの状態に戻すには—リカバリ— 







QU カバ U = 再セツトアップをする 


[パーテイシヨンサイズを変更せずに復元]とは 

[パーティシヨンサイズを指定して復元]を使って、すでに八ードディスクドライ 
ブの領域を分割している場合などに使用します。八ードディスクドライブ（じ）び 
U カバ I 」され、それじ(外の領域のデータはそのまま残ります。 

八ードディスクドライブ（じ）（〇)にあたる領域は、作成したデータ、設定した 
項目、インス I -ールしたアプ U ケーシヨンなどびすべて消去された状態になります。 



HDD1 


HDD2 

(八ードディスクドライブの領域を分割している場合の表示例) 

「先頭パーティションのデータは、すべて消去されます。」といラメッセージび表 
示されます。 


ぶ3 メモ 


[ご購入時の状態に復元（システム回復オプションあり）]と[パーテイションサイズを 
変更せずに復元]は、リカバ U ツールとシステム回復オプションの領域び確なされている 
ため、八ードディスクドライフの100%を使用することはでさません。 


Q [次へ]ボタンをクリックする 

処理を中止する場合は、[キャンセル]ボタンをク U ックしてください。 

炊へ]ボタンをク U ックすると、復元び実行され、[パーティシヨンを初期化してい 
ます。しばらくお待ちください。]画面び表示されます。 


V 


<初期インストールソフトウ1アの復元> 
巧橘やです。 


バ-テイシヨンを初巧化しています。しばらくお待ちくださし、。 


長い時間表おされる場合がありますが、画面が切り替わるまでお待ちください。 



買つたとさの状態に戻すには—リカバ U — 
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QU カバ U = 再セツトアップをする 


復元中は、次の画面び表示されます。 U カバ U の経過に従い、画面び変わります。 






<巧巧インスト—ルソフトウェアの復元〉 

リカバリ 


〈巧巧インスト—ルソフトウ I アのを元> 

CR (コ7■イ JWD 炸巧 


リりバリやです。しばらくお待ちくださし、。 


CR 口7イ J 巧巧巧してし巧で。しば5くお待ちください， 


経通時間 xx ； xx；xx 
巧0時巧が: xx 制 


结遏時問 xx ； xx：xx 
巧口時巧 XXiXUX 


r お 


rw ジ岡 rj 


復元び完了すると、終了画面び表示されます。 

[終了]ボタンをクリックする 

システムび再起動し、 [ Windows のセットアップ]画面び表示されます。 

Windows のセットアップを行う 

詳細について ri 章0 Windows を使えるようにする」 

メモ 

• Windows のセットアップを、[まち P 巳アプ U ケーシヨンインスIラ]画面び表示されまず。 
メッセージに従って操作してください。 

詳細について「本章 Q-QD-n アプ U ケーンヨンを自動インス!—ルする」 

• 一部のアプ U ケーシヨンは、 U カバ U 後にアプ U ケーシヨンのインストールをする必要びあ 
ります。 

詳細について「本章日-因アプ U ケーンヨンを再インストールする」 


購入後に変更した設定びある場合は、 Windows のセットアップ後に、もう]度設定をやり直し 
てください。また、周辺機器の接続、購入後に追加したアプ U ケーシヨンのインストールち、 

わ WS のセットアップ後に行ってください。 

周辺機器の接続『いろいろな機能を使おラ3章周辺機器を使って機能を広げよラ』 


Winclo \ 



買つたとさの状態に戻すには—リカバリ— 
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QU カバ U = 再セツトアップをする 


I [巧巧インストールソフトウェアの復元]画面のリカバリメニユーについて 

「本項八ードディスクドライブか日 U カバ U をする」の手順0の[初期インストールソフト 
ウェアの復元]画面で表示される U カノ （ U メニューの意味と動作は次のよラになります。 

■ ご購入時の:!犬態に復元（システム回復オプシヨンあり） 

1台目の八ードディスクドライブ （ HDD 1) を、パソコンを購入したときの状態（パーティ 
シヨンび2個の状態）に戻します。 

作成したデータ、設定した項目、インストールしたアプ U ケーシヨンなどびすべて消去された 
状態になります。 


システム回復一 
オプション領域 


^ドライブ（じ）了"^ 

IJ カバ IJ 圓 ' - y 

I ドライブ （ E バ 


作成データ • 
設定は消去 


作成デ 
設定は保持 



HDD 1 


HDD 2 


手順0の後は「八ードディスクの内容は、すべて消去されます。」といラメッセージび表示さ 
れます。 

■パーティシヨンサイズを指定して復元 

八ードディスクドライブ（じ）のサイズを変更します。 

八ードディスクドライブ（じ）じ(外の領域区分（パーティション）は消去され、 一つの 領域に 
なります。その領域 （□) は「ディスクの管理」から再設定を行うと、再びドライブとして使 
用できるよラになります。 

[システム回復オプション]のチェックをはずして U カバ U を行うと、システム回復オプション 
領域は消去されます。その領域 （ n ) ち、「ディスクの管理」か日設定するとドライブとして 


ディスクの管理「本章バ-ティシヨンを設定してリカバ U をした場合は」 

作成したデータ、設定した項目、インス!-ールしたアプ U ケーシヨンなどびすべて消去された 
状態になります。 


システム回復 
オプション領域 

作成データ- 
設定は消去 


U カバ IJ 



サイズ変更が 
でさる範囲 




HDD 1 


作成データ* 
設定は消去 

作成データ* 
設定は消去 


ドライブ （ D :) 
(購入時） 


HDD 2 



買つたとさの状態に戻すには—リカバ U — 































QU カバ U = 再セツトアップをする 


① [システム回復オプション]にチェックをする、またはチェックをはずす 

② に：ドライブのサイズ]でをク U ックしてパーティション（八ードディスクドライ 
ブ（じ））のサイズを指定する 

③ [次へ]ボタンをク I 」ックする 

手順0の後は「八ードディスクの内容は、すべて消去されます。」といラメッセージび表 
示されます。 

F 40 シリーズの場合 

八ードディスクドライブの U カバ U ツールでは、なのメニューのなかから U カバ U 方法を選択 
することびできます。あらかじめ U カバ U 方法を決めておくとスムーズに操作できます。 

■ ご購入時のげ態に復元（システム回復オプシヨンあり） 

ハードディスクドライブをパソコンを購入したとさの状態（パーティションび2個の状態）に 
戻し、購入時にプレインス I -ールされていたシステムとアプ U ケーションを復元します。 

購入後に作成したデータや設定などはすべて消去されます。 

■パーティションサイズを変更せずに復元<推奨> 

ノ（ーティションサイズを変更して使用していた場合、 その )(ーティションの構造を保ったまま 
システムを復元します。ハードディスクドライブ（じ）に保をされていたデータは消去され、 
購入時の状態に戻りますび、その他のドライブに保をされていたデータや設定は、そのまま残 
ります。ただし、 BIOS 情報やコンピュータウイルスなどの影響でデータび壊れている場合、 

八ードディスクドライブ（じ）じ(外の領域にあるデータち使えないことびあります。 

■パーティシヨンサイズを指定して復元 

ハードディスクドライブ（じ）のサイズを指定して復元することびでさます。八ードディスク 
ドライブ（じ）じ(外の八ードディスクドライブの領域は]つの領域になり、データや設定など 
はすべて消去されます。 

庐 t メモ _ 

•U カバ U は、ドライブにメディアをセットしていない状態で実行してください。ドライブにメディア 
びセットされていると、エラーになる場合びあります。 

•どのメニューを選択しても、八ードディスクドライブ（じ）には U カバ U ツールから購入時と同じシ 
ステムび復元されます。 


U カバ U 手順は、「本項 n G 40 シ U -ズの場合」を参照してください。 



買つたとさの状態に戻すには—リカバリ— 











QU カバ U = 再セツトアップをする 


I [巧巧インストールソフトウェアの復元]画面のリカバリメニユーについて 

「本項八 ー ドディスクドライブか日 U カバ U をする」の手順0の[初期インストールソフト 
ウェアの復元]画面で表示される U カノ （ U メニューの意味と動作は次のよラになります。 

■ ご購入時の:!犬態に復元（システム回復オプシヨンあり） 

パソコンを購入したときの状態（パーティシヨンび2個の状態）に戻します。 

作成したデータ、設定した項目、インス 
I -ールしたアプ U ケーシヨンなどびすべて 
消去された状態になります。 


手順0の後は「八ードディスクの内容は、すべて消去されます。」といラメッセージび表おさ 
れます。 

■パーティシヨンサイズを変更せずに復元 

[パーティションサイズを指定して復元]を使って、すでに八ードディスクドライブの領域を分 
割している場合などに使用します。八ードディスクドライブ（じ）び U カバ U され、それじ(外 

八ードディスクドライブ（じ） （□) にあたる 
領域は、作成したデータ、設定した項目、イ 
ンス I -ールしたアプ U ケーシヨンなどびすべ 
て消去された状態になります。 


(八ードディスクドライブの領域を分割している場合の表示例) 

手順13の後は「先頭パーテイシヨンのデータは、すべて消去されます。」といラメッセージび 
表示されます。 


の領域のデータはそのまま残ります。 


システム回復^^ 
オプション領域 


リカバリ 



システム回復—- ' 
オプション領域 


リカバリ 


I ドライブ （ D :) つ 


作成データ* 
設定は消去 



買つたとさの状態に戻すには—リカバ U — 
























QU カバ U = 再セツトアップをする 


■パーティションサイズを指定して復元 

八ードディスクドライブ（じ）のサイズを変更します。 

八ードディスクドライブ（じ）じ(外の領域区分（パーティション）は消去され、 一つの 領域に 
なります。その領域 （□) は「ディスクの管理」から再設定を行うと、再びドライブとして使 
用できるよラになります。 

[システム回復オプション]のチェックをはずして U カバ U を行うと、システム回復オプション 
領域は消去されます。その領域 （□) ち、「ディスクの管理」か日設定するとドライブとして 
使用できます。 

ディスクの管理「本章 0- E - U - バ—テイシヨンを設定して U カバ U をした場合は」 


システム回復 
オプション領域 

作成データ- 
巧んは;肖去 


リカバリ 



ドライブ（じ） 


ヴイズ変更が 
でさる範囲 


パーティションが 
消去された領域 


作成データ 
HxXE は消去 


作成したデータ、設定した項目、インス 
I -ールしたアプ U ケーシヨンなどびすべて 
消去された状態になります。 


① [システム回復オプション]にチェックをする、またはチェックをはずす 

② に：ドライブのサイズ]で二をク U ックしてパーティション（八ードディスクドライ 
ブ（じ））のサイズを指定する 

③ [次へ]ボタンをク U ックする 

手順0の後は「八ードディスクの内容は、すべて消去されます。」といラメッセージび表 
示されます。 

公メモ 

•[ご購入時の状態に復元（システム回復オプションあり）]と[パーティションサイズを変更せずに復 
元]は、1」カバ1」ツールとシステム回復オプションの領域び確なされているため、八ードディスクド 
ライブの100%を使用することはでをません。 
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QU カバ U = 再セットアップをする 


[リカバリディスクか6リカバリをする 


n G 40 シリーズの場合 

U カバ U ディスクの U カバ U ツールでは、次のメニューのなかから U カノ （ U 方法を選択するこ 
とびでさます。あらかじめ I 」カバ I 」方法をみめておくとスムーズに操作でさます。 

■ ご購入時の:!犬態に復元（システム回復オプシヨンあり） 

] 台目の八ードディスクドライブ （ HDD 1) をパソコンを購入したときの状態（パーティシヨ 
ンび2個の状態）に戻し、購入時にプレインストールされていたシステムとアプ U ケーシヨン 
を復元します。 

購入後に作成したデータや設定などはすべて消去されます。 

■パーティシヨンサイズを変更せずに復元<推奨> 

] 台目の八ードディスクドライブ （ HDD 1) のパーティシヨンサイズを変更して使用していた 
場合、 その) (ーティシヨンの構造を保ったままシステムを復元します。 

ハードディスクドライブ（じ）に保をされていたデータは消去され、購入時の状態に戻ります 
び、その他のドライブに保をされていたデータや設定は、そのまま残ります。 

〇 ■パーティシヨンサイズを指定して復元 

た ] 台目の八ードディスクドライブ （ HDD 1) の八ードディスクドライブ（じ）のサイズを指定 
と して復元することびでさます。八ードディスクドライブ（じ）じ(外の八ードディスクドライブ 
さ の領域は]つの領域になり、データや設定などはすべて消'去されます。 

の . 

状 封ィモ _ 

是^ •どのメニューを逞択してを、1台目の八ードディスクドライブ （HDD1) の八ードディスクドライブ 
I こ （じ）には購入時と同じシステムび復元され、2台目の八ードディスクドライブ (HDD2) に保存され 

民 たデータや設定などは残ります。 

す • 内蔵されている八ードディスクドライブ2台のラち、購入時の状態で最初に起動するよラに設定されて 
I こ いる八ードディスクドライフ （HDD1) だけにシステムび復元されます。起動ドライブを2台目の八一 

は ドディスクドライブ （HDD2) に変更している場合も、 HDD 1に対してシステムの復元び実行され、 

I しソ降の起動ドライフち HDD1 に戻ります。 

リ 

AC アダプタと電源コードを接続する 

リカバリディスクをセットして、パソコンの電源を切る 

U カバ U ディスクび複数枚ある場合は、「ディスク1」からセットしてください。 

U カバ U ディスクのセット 

『いろいろな機能を使おう1章0 CD や DVD、HD DVD を使う』 
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QU カバ U = 再セツトアップをする 


キーボードの圧固キーを押しなび5、パソコンの電源を入れる 

警告音び鳴るか、 [ Qosmio ] 画面び表示された日、指をはなしてください。 

ユーヴパスワードを設定している場合は、 「 Passwo 「 d =」 または「パスワードを入 
力して下さい。」と表示されます。 

ユーヴノ（スワードを入力して ENTER I キーを巧してください。 

起動ドライブを選択する 
■ G 40 シリーズの場合 

日または日キーで CD のアイコン（白）に力ーソルを合わせ、 
IfA/rwl キーを押す 


IF 40 シリーズの場合 

3またはのキーで [ CD / DVD ] を選択し、胃固キーを押す 

[復元方法の選択]画面び表示されます。 

[TOSHIBA Recovery Wizard ] をチェックし①、じ夕へ]ボタンを 
クリックする⑨ 




<復元方;ちの還が> 

な元モるを邊巧してくだきい。 


い rrqSHBA Recmer/Wlzar4 


' システム回復けシわ 


n ホへ曲ぃ化 


.① 


.⑤ 


(表示例） 


[システム回復オプション]には、パソコンを使用するうえでのさまざまなトラブル 
やデータ保護に対応したメニューび用意されています。詳細は《おたすけナビ（さく 
いん）：「システム回復オプション」で調べる》を参照してください。 

メッセージ画面び表示されます。 

画面の内容を確認し、[はい]ボタンをクリックする 

2枚目の[復元方法の選択]画面び表示されます。 



買つたとさの状態に戻すには—リカバリ— 


7 
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Q リカバリ = 再セツトアップをする 


[初期インストールソフトウェアの復元]をチェックし①、[巧へ] 
タンをクリックする② 




<復元方法の還が> 

お兄ち;去を還巧してくださし1。 


C ネリ巧インストールソコトウ王アの i 复元 

巧巧インストールソフトウ I ァを误元します。 


.① 


’ n —ドデイスウ上の全デ—の消モ 

A —ドディスウ上の全デー5を消モしまず。 


n 巧へのぃ]卜 


.② 


[八ードディスク上の全データの消去]は、パソコンを廃棄または譲ミ度する場合など、 
個人情報漏えいを防ぐために、八ードディスクドライブのデータを完全に消去するた 
めのちのです。通常は実行しないでください。実行すると、八ードディスクドライブ 
上にある、すべてのデータび削除されます。 
i \- ドディスクドライプの消去について 

r 巨章呂]八ードディスクドライブの内容をすべて消去ずる」 

[パーティシヨンサイズを変更せずに復元]をチェックし①、枚へ] 
ボタンをクリックする② 




く 初期インストールソフトウ I アの復元> 
復元ずる宿ぶを選巧してください。 


广ご轉入時の巧徽。复元怜ステム回復オブシヨンあな 


巧 i バーテイシヨン甘-イズを巧ちせすに復元 


广 バー テイシ ヨン サイ了を指定して復元 


F テム回復オブシ ヨン 


HDD のサィ—义； お： I - 

C: ド 3イブの サイぶ： r ~^ 叫 G 


=戻る曲^か V曲》！)- 


.① 


.③ 


[パーティションサイズを変更せずに復元]を選択した場合の意味と動作は、なのと 
お0です。 

他のメニューを遇択した場合については、なのページを参照してください。 

•[ご購入時の状態に復元（システム回復オプションあり）]: P .101 
• [パーティションサイズを指定して復元]: P .10] 

F 40 シ U - ズについては、 r 本項 D F 4 □シ U - ズの場合」を確認してください。 



買つたとさの状態に戻すには—リカバリ— 









QU カバ U = 再セツトアップをする 


[パーテイシヨンサイズを変更せずに復元]とは 

「パーティシヨンサイズを指定して復元」を使って、すでに八ードディスドライブ 
クの領域を分割している場合などに使用します。八ードディスクドライブ（じ）び 
U カバI」され、それじ(外の領域のデータはそのまま残ります。 

八ードディスクドライブ（じ） （□) にあたる領域は、作成したデータ、設定した 
項目、インストールしたアプ U ケーシヨンなどびすべて消去された状態になります。 

IJ カバ U ディスク 



HDD1 HDD2 

(八ードディスクドライブの領域を分割している場合の表示例) 

r 先頭パーティションのデータは、すべて消去されます。」といラメッセージび表 
示されます。 


^ メモ 


[ご購入時の状態に復元（システム回復オプションあり）]と[パーテイションサイズを 
変更せずに復元]は、1」カバ U ツールとシステム回復オプションの領域びお保されている 
ため、八ードディスクドライブの！ 00%を使用することびでをません。 


Q [巧へ]ボタンをクリックする 

処理を中止する場合は、[キャンセル]ボタンをク U ックしてください。 

枚へ]ボタンをク U ックすると、復元び実行され、[パーティシヨンを初期化してい 
ます。しば日くお待ちください。]画面び表示されます。 


く 初期インストールソフトウェアの復元> 
ち備やでず。 


パーティションを巧が化しています。しばらくお待ちください。 


ゾ 長い時間表おされる場合がありますび、画面が切り替わるまでお待ちください。 
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買つたとさの状態に戻すには - U カバリ- 


























QU カバ U = 再セツトアップをする 


復元中は、なの画面び表示されます。 U カバ U の経過に従い、画面び変わります。 




<巧巧インスト—ルソフトウェアの復元> 

拥バリ 


リりバリやです，しばらくが寺ちくださし、。 


経通時間 xx ； xx；xx 
巧0時巧が:け制 


r み 




<巧巧インスト—ルソフトウェアの復元> 

な口7イ J 惦巧巧 


CR 口7イルを巧巧しています。しばらくお待ちください。 


経通時間 XXiXUX 
巧0時巧化化 XX 


r み 


*最巧に[コピーしています。]画面び表おされる場合びあります。長い時間表おされる場合びあり 
ますび、画面び切り替わるまでお待ちください。 

U カノ （ U ディスクび複数枚ある場合は、ディスクを入れ替えるメッセージび表示され、 
ディスクび半分く日い出てきます。ディスクの番号順に入れ替え、のロボタンをク 
I 」ックしてくださし、。 

復元び完了すると、終了画面び表示されます。 

[終了]ボタンをクリックする 

自動的にディスクび出てさます。 

リカバリディスクを取り出す 

システムび再起動し、 [ Windows のセットアップ]画面び表示されます。 

Windows のセットアップを行う 

詳細について ri 章 0 Windows を使えるようにする」 

封メモ 

• Windows のセットアップを、[ま芝 PC アプ U ケーションインス I ラ]画面び表示されます。 
メッセージに従って操作してください。 

詳細について「本章 E ]-[ i ]- KH アプ U ケーションを自動インストールする」 

•一部のアプリケーションは、 U カバ1」をにアプリケーションのインス! -- ルをずる必要びあ 
ります。 

詳細について「本章 0- 臣]アプ U ケーシヨンを再インストールする」 


購入後に変更した設定びある場合は、 Windows のセットアップ後に、ちラ]度設定をやり直し 
てください。また、周辺機器の接続、購入後に追加したアプ U ケーシヨンのインス!ルち、 
Windows のセットアップ後に行ってください。 

mm 周辺機器の接続『いろいろな機能を使おう3章周辺機器を使って機能を広げよう』 
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買つたとさ Q 状態に戻すには - U カバリ- 
































QU カバ U = 再セツトアップをする 


I [巧巧インストールソフトウェアの復元]画面のリカバリメニユーについて 

体項 U カバ U ディスクか日 U カバ U をする」の手順 II の[初期インス!ルソフトウェア 
の復冠画面で表おされる U カバ U メニューの意味と動作は;欠のようになります。 

■ ご購入時のげ態に復元（システム回復オプシヨンあり） 

1台目の八ードディスクドライブ （ HDD ]) のみ、パソコンを購入したときの状態（パーティ 
シヨンび2個の状態）に戻します。 

設定した項目、インス I -ールしたアプ U ケーシヨンなどびすべて消去された状態になります。 


U カバ U ディスク 


◎ 


リカパ’リ 
ツールの 
復元 


ドライブ（じ) 



ドライブ（巨）グ I 


システム回復 
オプション領域 

作成データ’ 
設定は消去 


U カバ ‘ U 

作成データ’ 
設定は保持 




ドライブ （ D :) 




HDD 1 


HDD 2 


手順〇の後は「八ードディスクの内容は、すべて消去されます。」といラメッセージび表示さ 
れます。 

■パーティシヨンサイズを指定して復元 

1台目 （ HDD 1) の八ードディスクドライブ（じ）のサイズを変更します。 

八ードディスクドライブ（じ）じ(外の領域区分（パーティション）と U カバ U ツールの領域は 
消去され、 ] つの領域になります。その領域 （□) は「ディスクの管理」から再設定を行うと、 
再びドライブとして使用できるようになります。 

[システム回復オプション]のチェックをはずして U カバ U を行うと、システム回復オプション 
領域は消去されます。その領域 （□) ち、「ディスクの管理」か日設定するとドライブとして 
使巧でさます。 

ディスクの管理「本章0- [ E - U - パーティションを設定して U カバ U をした場合は」 

作成したデータ、設定した項目、インス!-ールしたアプ U ケーションなどびすべて消去された 
状態になります。 



HDD 1 


HDD 2 
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買つたとさの状態に戻すには - U カバリ- 








































QU カバ U = 再セツトアップをする 


① [システム回復オプション]にチェックをする、またはチェックをはずす 

② に：ドライブのサイズ]で _ iJ _ d をク U ックしてパーティション（八ードディスクドライ 
ブ（じ)）のサイズを指定する 

③ じ欠へ]ボタンをク I 」ックする 

手順〇の後は「八ードディスクの内容は、すべて消去されます。」といラメッセージび表 
示されます。 

^■ F 40 シリーズの場合 

U カバ U ディスクの U カバ U ツールでは、次のメニューのなかか日 U カバ U 方法を選択 
することびできます。あ日かじめ U カバ U 方法を決めておくとスムーズに操作できます。 

■ ご購入時の：!犬態に復元（システム回復オプシヨンあり） 

ハードディスクドライブをパソコンを購入したとさの状態（パーティションび2個の状態）に 
戻し、購入時にプレインス I -ールされていたシステムとアプ U ケーションを復元します。 

購入後に作成したデータや設定などはすべて消去されます。 

■パーティションサイズを変更せずに復元<推奨> 

ノ（ーティションサイズを変更して使用していた場合、 その )(ーティションの構造を保ったまま 
システムを復元します。八ードディスクドライブ（じ）に保をされていたデータは消去され、 
購入時の状態に戻りますび、その他のドライブに保をされていたデータや設定は、そのまま残 
ります。 

■パーティシヨンサイズを指定して復元 

ハードディスクドライブ（じ）のサイズを指定して復元することびでさます。八ードディスク 
ドライブ（じ）じ(外の八ードディスクドライブの領域は]つの領域になり、データや設定など 
はすべて消去されます。 

爲 t メモ 

•どのメニューを逞択してち、八ードディスクドライブ（じ）には購入時と同じシステムび復元されま 
す。 


U カバ U 手順は、「本項 G 4 □シ U - ズの場合」を参照してください。 


買つたとさ Q 状態に戻すには - U カバリ- 








QU カバ U = 再セツトアップをする 


I [巧巧インストールソフトウェアの復元]画面のリカバリメニユーについて 

体項 U カバ U ディスクか日 U カバ U をする」の手順 II の[初期インス!ルソフトウェア 
の復冠画面で表おされる U カバ U メニューの意味と動作は;欠のようになります。 

■ ご購入時のげ態に復元（システム回復オプシヨンあり） 

パソコンを購入したときの状態（パーテイシヨンび2個の状態）に戻します。 


U カバ U ディスク 


システム回復 
オプション領域 


U カバ U 
ツー ルの 
復元 



設定した項目、インス!-ールしたアプ I 」ケー 
シヨンなどびすべて消去された状態になります。 


手順〇の後は「八ードディスクの内容は、すべて消去されます。」といラメッセージび表示さ 
れます。 

■パーティシヨンサイズを変更せずに復元 

r パーティションサイズを指定して復元」を使って、すでに八ードディスクドライブの領域を分 
割している場合などに使用します。八ードディスクドライブ（じ）び U カバ U され、それじ(外 
の領域のデータはそのまま残ります。 

IJ カバ U ディスク 八ードディスクドライブ（じ） （□) にあたる領 

^ -^ 域は、作成したデータ、設定した項目、インス 

卜-ルしたァプ I 」ヶ-ションなどびすべて消去さ 

I 1 ， -，…ノ れた状態になります。 


リカバリ 


ドライブ（じ） 


作成データ’ 
設定は消去 


_ 作成データ 

じライ巧巧な…):)~設定は保持 


( A - ドディスクドライブの領域を分割している場合の表示例) 

手順〇の後は「先頭パーティシヨンのデータは、すべて消去されます。」といラメッセージび 
表示されます。 



買つたとさのが態に戻すには—リカバリ— 


S 























QU カバ U = 再セツトアップをする 


■パーティシヨンサイズを指定して復兀 

八ードディスクドライブ（じ）のサイズを変更します。 

八ードディスクドライブ（じ）じ(外の領域区分（パーティション）と U カバ U ツールの領域は 
消去され、 ] つの領域になります。その領域 （□) は「ディスクの管理」から巧設定を行うと、 
再びドライブとして使用できるよラになります。 

[システム回復オプション]のチェックをはずして U カバ U を行うと、システム回復オプション 
領域は消去されます。その領域 （□) ち、「ディスクの管理」から設定するとドライブとして 
使用でさます。 

ディスクの管理「本章バ-ティションを設定して U カバ U をした場合は」 

作成したデータ、設定した項目、インス!-ールしたアプ U ケーシヨンなどびすべて消去された 
状態になります。 





：>-!- 


ヴイズ変更が 
でさる範囲 


ドライブ（じ） 


パー テイシヨンと 
リカ パリ ツールが 
消去された領域 


① [システム回復オプション]にチェックをする、またはチェックをはずす 

② に：ドライブのサイズ]で二をク U ックしてパーティション（八ードディスクドライ 
ブ（じ)）のサイズを指定する 

③ [; 欠へ]ボタンをク I 」ックする 

手順〇の後は r 八ードディスクの内容は、すべて消去されます。」といラメッセージび表 
示されます。 

な メモ 

•[ご購入時の状態に復元（システム回復オプションあり）]と[バーティションサイズを変更せずに復 
元]は、 U カバ U ツールとシステム回復オプションの領域びお保されているため、八ードディスクド 
ライブの] 00%を使用することびでさません。 



買つたとさの状態に戻すには—リカバ U — 























u カバ u 後は;欠の流れで設定を行います。 


自動的に設定画 
面び表示されま 
す。画面の指示 
に従って操作し 
て < ださい。 


リカバリ（再セットアップ） 


Windows セツトアップ 


アプリケーシヨンの自動インス I -ール 


アプリケーションの手動 
インストール 


周辺機器の接続 


必要に応じて 
行ってください。 


設定（インターネット、 
メール、その他） 


バックアップデータの 
復元 


ここではなの点を説明します。 

• アプ U ケーシヨンの自動インス I ル 
•パー 了 ィシヨンの設定 

• プレインス I ルアプ U ケーシヨンの手動インス I ル 
• Office Personal 2007 、 Office OneNote 2007の再インストールり 

*] Office 搭載モデルの場合 



3 I リカバリをしたおとは 



買ったときの状態に戻すには—リカバリ— 
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凸 u カバ u をしたあとは 


1 


Windows セットアップのあとは 


眶■アプリケーシヨンを自動インストールする 

U カバ U をしたときは、 Windows セットアップ後に表示される自動インストール画面の順序 
び、購入時とは一部異なります。 


リカバリ（再セットアップ） 


Windows セツトアップ 


アプリケーシヨンの自動インス I ル 


ここでは、 U カノの後にのみ必要な「アプ U ケーシヨンの自動インス!ル」について説明し 
よ9 〇 

[東芝 PC アプ U ケーシヨンインス!ラ]画面び表示された日、：欠のように操作してください。 

[上記の内容を確認しました。]をチェックし①、[巧へ]ボタンをク 
リックする② 

途中でインス I ールを中止したり、インス!ールしなかったアプ U ケーシヨンをあと 
でインス!ルする場合は、「本節臣]アプ U ケーシヨンを再インス!ルする」を 
参照してください。 


ち乏 PC アプリケー シヨ ンインストーラ 


，がわ镜みください。 

束ミ PC アプリケーシ 3 ンインストラは、リカバリ直巧のみ実巧できます。 

そのな、このアブリケーンヨンインストーラはご读用できませんので、ここでイシストールされなかった 
アプリケーンヨンをインスト—ルする巧合は、「アプリケ-シヨシの再インスト—ル」をごほ用脯、ます。 

1 - AC ァタブタを巧続したげおでィシスト-ルを行。てくだれ、。 

2. インスト-ル中は、を想を切ったり、再起め证り、スり-ブやホ止が物こしむいでください。 

3. すべてのアプリケーンヨンをインストールするじは、30姑上かかる巧合げあ口ます。 

4. 1つのア刘ケーシヨンのインストール(こ数好かかる巧さがあります。 

ステータスま示び谨んでいない巧さでも、アブリケーンヨンのインストールを巧っていますので、 
しはらくわ待ろく微、。 

5. アブリケーンヨンのイシストール年はキた/せルできませんので、完了かたージがま示されるまで 
も'巧ちく微、 


I 图上記の巧客ち ti 詔しましを。 


戍へ》 


.① 

.⑤ 


インス!ルを中止する場合は、[キャンセル]ボタンをク U ックしてください。 
メッセージび表示されます。 



買つたとさの状態に戻すには—リカバ U — 


































凸リカバリをしたあとは 


メッセージの内容を確認し、 [0 K ] ボタンをクリックする 

セットアップ方法を選択する画面び表示されます。 

セットアップ方法を選択する 

ちさ PC アプリケーションインストーラ 



读示例） 


それぞれの項目の意味と動作は、なのよラになります。希望のセットアップ方法を 
チェックしてください。 


セットアップタイプ 

説明 

標準 

購入時にプレインス1ールされていたアプ U ケーシヨン*1 
をインストールします。 

コンパクト 

必要最低限のアプリケーシヨンをインストールします。 

カスタム 

自分でインス1-ールするアプ U ケーシヨンを選択できます。 


* 1 Office Personal 2007 、 Office OneNote 2007を除く 

[インス!-一 J レ]ボタンをク U ックする 

手順0で「カスタム」を選択した場合は、インス!-ールするアプ U ケーシヨンを選 
択する画面び表示されます。必要のないアプ U ケーシヨンは、チェックをはずしてく 
ださい。インス!-ールするアプ U ケーシヨンを選択後、[インス!-ール]ボタンをク 
1」ックします。 

インス!ルが開始されます。インストールが開始されると、中止できませんので、 
よく確認してか5 [インス!ル]ボタンをクリックしてください。 

インス I -ールび開始されてか日、インス I -ールの進行状況を示すグラフ表示びち端に 
達すると完了です。[アプ U ケーシヨンのインス!-ールび完了しました。]画面び表示 
されます。 
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凸 u カバリをしたあとは 


I パーテイシヨンを設定してリカバリをした場合は _ 

ノ（ーテイシヨンの設定を変更して U カバ U をした場合は、 U カノ （ U 後すみやかに次の設定を 
行ってください。 




パーテイシヨンを設定するにあたって 


Windows の「ディスクの管理」を使用すると、ボ U ュームびないプライマ U パーティシヨンび 
表示されます。このバーティシヨンには U カバ U (再セットアップ）するためのデータび保存さ 
れていますので、削除しないでください。削除した場合、 U カバ U はでさなくなります。 


P コンピュータの管理をになっているユーザアカウントで□グオンする 
Q [スタート]ボタン （®) 一 [コント□-ルパネル]をクリックする 
凸[導 システムとメンテナンス]一[卷管理ツール]をクリックする 
[窗)コンピュータの管理]をダブルクリックする 

左画面の[因*ディスクの管理]をクリックする 

_設定していないパーティションは[未割り当て]と表示されます。 

n [ディスク 0] の[未割り当て]の領域をちクリックする 

表示されるメニューか5惭しいシンプルボリューム]をクリックする 

[新しいシンプルボリュームウイヴード]び起動します。 


[完了]ボタンをクリックする 

「ウイルスバスター」のメッセージび表示された場合は、[はい]または[〇のボタ 
ンをク1」ックしてください。 

パソコンび再起動し、アプ U ケーシヨンのインス I -ールび終了します。 

封メモ 

•「まち PC アプ U ケーシヨンインストーラ」は、 U カバ U ( Windows セットアップ）直後 
外では使用しないでください。 

Office Personal 2007および Office OneNote 2007は、じ(上の手順では復元さ 
れません。付属の CD - ROM で再インス I ルしてください。 

詳細について体節の Office 製品を再インストールする」 



ここまでで、購入時の状態の復元は完了です。パーティションの設定を変更して U カバ U をし 
た場合のみ、体項-■■■パーティションを設定して U カバ U をした場合は」の操作を行つ 
てください。 
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凸リカバリをしたあとは 


[なへ]ボタンをクリックし、ウィザードに従って設定する 

巧の項目を設定します。 

-ボリュームサイズの指定 
-ドライブ文字またはパスの割り当て 
- パーテ ィシヨンの フォー マット 
-ファイルシステム 
- ア□ケーションユ ニッ トサイズ 
-ボ U ュームラべル 

設定内容を確認し、[完了]ボタンをクリックする 

フォーマットび開始されます。 

パーティションの状態び[正常]と表示されれば完了です。 

詳細については「コンピュータの管理」のヘルプを参照してください。 

■ヘルプの起動 ■ 

①メニューパーか日[ヘルスー[トピックの検蔚をク U ックする 


本製品にプレインス I -ールされているアプ U ケーシヨンは、一度削除してしまってち、必要な 
アプ U ケーシヨンやドライバを指定して再インス I -ールすることびできます。 

Office 搭載モデルの場合 、 Office Personal 2007および Office OneNote 2007は、リカ 
パ' U 後に付属の CD - ROM で再インス! -- ルする必要びあります。「本節团 Office 製品を再イ 
ンストールする」を確認してください。 

■が要なちの 

•『準備しよラ』（本書） 

また、本書の説明の参照先として、《おたすけナビ》ちあわせてご覧ください。 

アプ U ケーシヨンによっては、再インストール時に ID 番号などび必要です。あらかじめ確認し 
てか日、再インス!ルすることを推奨します。 

同じアプ U ケーシヨンびすでにインス!ルされているときは、コント□-ルパネルの「プロ 
グラムのアンインス I ル」または各アプ U ケーシヨンのアンインス I ルプ□グラムを実行 
して、アンインス!ルを行ってください。 

アンインス I -ールを行わずに再インストールを実行すると、正常にインストールでさない場合 
びあります。ただし、上記のどち日の方法でちアンインス!-ールび実行できないアプ U ケー 
シヨンは、上書きでインス!-ールしてち問題ありません。 

アプリケーシヨンの削除《おたすけナビ（さくいん）：アプ U ケーシヨンの削除》 


ンを再インス I ^ールする 


アプ U ケーシ 
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凸 u カバリをしたあとは 


mm 操作手順 

H [スタート]ボタン （©>) 一 [すべてのプ□グラム]一[アプリケー 
シヨンの再インス!ル]をクリックする 

[セットアップ画面へ]をクリックする 

アプ U ケーシヨンやドライバのセットアップメニュー画面び表示されます。アプ U ケー 
シヨンやドライバのセツトアップメニューは、カテゴ I 」ごとのタブに分かれています。 



初めて超動したときは、[ドライバ]タブび表示されています。タブをク U ックして 
再インス I -ールしたいアプ U ケーシヨンを探してください。 

画面左側にはアプ I 」ケーシヨンの一覧び表示されています。 

_画面ち側にはアプ U ケーシヨンの説明び書かれていますので、よくお読みください。 

Q 画面左側のアプリケーシヨン名を選択し、画面ち側の rxxx のセット 
アップ」をクリックする 

rxxx 」 にはアプ U ケーシヨン名び入ります。選択したメニューによっては別の言葉 
び表示されます。 

_説明文の下の青い下線の引かれている言葉をク U ックしてください。 

Q 表示されるメッセージに従ってインス!ルを行う 

[ファイルのダウン□ー ド]画面び表おされた場合は、[実行]ボタンをク U ックして 
ください。 



買つたとさの状態に戻すには—リカバ U — 


〇 





























凸リカバリをしたあとは 


Office 製品を再インストールする 


* 〇讯 ce 搭載モデルのみ 

文書作成ソフトの rwordj や表計算ソフト 「 Excel 」 を使いたい場合は Office Personal 
2007をインス I ルする必要びあります。 

メモソフト rOneNote 」 を使いたい場合は Office OneNote 2007をインストールする必要 
びあります。 

ここでは 、 Office Personal 2007 、 Office OneNote 2007を再インストールする方法を 
説明します。 

■が要なちの 

付属のパッケージに、必要なちのび一式入っています。 
r Mi eras oft ® Office Personal 2007」一式 
「 Microsoft ® Office OneNote ® 2007」一式 

再インストールした場合、ライセンス認証び必要になります。 

I 再インストール方ミ去とセットアップ方法 _ 

詳細は、 『 Microsoft ® Office Personal 2007スタートガイド』、 

[ Microsoft ® Office 加 eNote ® 2007スタートガイド』を確認してください。 

■ Off ice ナビの場合 

「 Microsoft ® Office ナビ2007」は、アプ U ケーシヨンの再インストールか日再インス! -- 
J レします。 

① [スタート]ボタン（@)一 [すべてのプ□グラム]一[アプ U ケーシヨンの再インス 
I -ール]をク I 」ックする 

② [セットアップ画面へ]をク U ックする 

③ [ Windows 関菌タブをク U ックする 

④ 画面左側の [ Microso け Office ナビ200 7] をク U ックし、表示された画面に従ってセッ 
トアップする 



買つたとさの状態に戻すには—リカバリ— 










凸 u カバリをしたあとは 


バックアップしておいたデータを復元する 


バックアップをとっておいたデータを使いたい場合は、バックアップした外部記憶メディアか 
らデータを読み込んでください。 

■インターネット接続の設定情報 

インターネット接続の設定情報は、データのバックアップびとれません。 

プ□バイダから送られてさた書類や、お客様ご自身で設定情報を控えておいたメモなどを元に、 
ちラ]度設定し直してください。 

■[ドキュメント]、[お気に入り]の データ 

八'ックアップをとったデータを利用することびでさます。 

《おたすけナビ》の[よくあるしつもん]一[便利な使いかた] 

■ Windows メー ルの データ 

•メールアカウント •メール送受信データ 

•メールフォルダ •メールアドレス帳 

バックアップをとったデータを 、 「Windows メール」で読み込んでください。 

《おたすけナビ》の[よくあるしつもん]一[便利な使いかた] 

■ MS - IME で登録した単語 

詳しくは 「 MS - IME 」 のヘルプを確認してください。 

■その他のファイルやフォルダなど 

• プレインス I -ールされているアプ U ケーシヨンのデータやファイル 
• お客様びインス I -ールされたアプ U ケーシヨンのデータ 
• お客様び作成されたフォルダとファイル 
など 

バックアップした外部記憶メディアか日、バックアップをとったデータび保をされていた場所 
に、データを コピーして 復元してください。 

アプリケーシヨンによってパ'ックアップ方法や復元方法び用意されている場合は、その方法に 
従って復元してください。詳しくは、アプ U ケーシヨンのヘルプを参照してください。 



買つたとさの状態に戻すには—リカバ U — 
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■ デイ y — ケアとアフターケア 

一廃棄と譲お一 


この章では、 パソコンの曰ごろのお手入れや、保守や修理に関するこ 
とを説明しています。 

パソコン本体を捨てるときや人に譲るときの処置について知っておい 
て欲しいことを説明しています。 


1お客様登録の手続き . 114 

2日常の取り扱いとお手入れ . 116 

3アフターケアについて . 120 

4捨てるとき/人に譲るとき . 122 












東芝では、お客様へのサービス-サポートのご提供の充実をはかるために東芝 ID ( TID ) のご 
登録をおすすめしております。 

サービス内容は、『東芝 PC サポートのご案内』を確認してください。 


詳しくは、次のアドレス「東芝の （ TID ) とは？」をご覧ください。 
https://room 1 048. jp / onetoone / info / about _ ticl.htm 



お客様の環境に応じて、登録方法を選択でさます。 


■方法！-「おたすけナビ」か5のご登録方法 

インターネットに接続後、登録用のホームページに簡単にアクセスでさます。すでにインター 
ネット接続の設定びしてあり、インターネットを使ったことびあるかた向けの方法です。 

■方法2 -インターネットからのご登録ち法 

インターネットに接続後、 URL を入力して登録用のホームページにアクセスしていたださます。 
すでにインターネット接続の設定びしてあり、インターネットを使ったことびあるかた向けの 
方法です。 

登録用ホームぺージ： http :// room 1 048 .jp 

■方法3 -インターネットにすぐに接続されないお客様 

まだインターネット接続の予定びないかたは、『お客様登録カード』（はびさ）で仮登録を行っ 
てください。後日インターネットで正式な TID 登録を行っていただく必要びあります。 

インターネット接続《できる dynabook 第3章インターネットを使う準備をしよう》 

商品の追加登録は r 方法1」または「方法2」で行います。 

ここでは、「方法1」と r 方法3」を紹介します。 


〇まち ID ( TID ) お客様登録のおすすめ 
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パソコンやアプ U ケーシヨンを使用するとさは、自分び製品の正規の使用を（ユーヴ）である 
ことを製品の製造元へ連絡します。これを「お客様登録」または「ユーヴ登録」といいます。 
お客様登録は、パソコン本体、使用するアプ U ケーシヨンごとに行い、方法はそれぞれ異なり 
占9 〇 

お客様登録を行わなくてち、パソコンやアプ U ケーシヨンを使用でさますび、お問い合わせを 
いただくとさにお客様番号（「ユーザの」など、名称は製品によって異なります）び必要な場 
合や、お客様登録をしているかたへは製品に関する大切な情報をお届けする場合びありますの 
で、使い始めるときに済ませておくことをおすすめします。 
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D お客様登録の手続さ 


ur おたずけナビ J からのご登録方法 

インターネット接続の設定やインターネットプ□バイダとの契約をしてある場合に、「おたすけ 
ナビ」か 5 TID 登録を行ラ方法を説明します。インターネットに接続しているあいだの通信料 
金やプ□バイダ使用料などの費用はお客様負担となりますので、あらかじめご了承ください。 

封メモ 

• インストールしているウイルスチェックソフトの設定によって、インターネット接続をお認する画面 
び表示される場合びあります。インターネット接続を許可する項目を選択し、操作を進めてください。 
•初めて 「Internet Explorer 」 を起動したときは、操作の途中で、 「 goo スティック」の利用をお認する 
[ま芝 dynabook をご利用の皆様へ]画面び表おされます。「目〇〇スティック」を利用する場合は、[利 
用規約を表示]をク U ックし、利用規約を確認したあと[便利な旨00スティックを利用する]をクルッ 
クしてください。 

利用しない場合は、刚用しない]ボタンをク U ックし、あとで「吕00スティック」をアンインストー 
ルして < ださい。 

デスクトップ上の[おたすけナビ] (0) をダブルクリックする 

[スタート]ボタン（@) ^ [すべてのプ□グラム]一[おたすけナビ]をク U ックして 
起動することちできます。 


[東芝お客様登録へ](に 


) をクリックする 


[「お客様登録」のお願い]画面び表示されます。 
LU 降は、画面の指示に従って操作してください。 


B インターネットにずぐに接続されないお客様 

付属の『お客様登録カード』（はびき）に必要事項をご記入のラえ、ご送付ください。 

東芝 TID 事務局より、「お客様登録番号」と TID 登録用の「仮パスワード」をはびきにて通知い 
たします。はびき通知後、インターネットか日 TID をご登録ください。 

TID はインターネットからのご登録受付になります。 

• 巧]めて TID をご登録される方 

インターネットに接続されたときに、 rhttp :// room 1 □48. jpJ にアクセスし、[「お客様番 
号」をお持ちのお客様]ボタンをク U ックし、通知はびさに記載されている「お客様番号」 
と「仮パスワード」を入力して TID 登録を行ってください。 

• ずでに他商品で TID を取得された方 

インターネットに接続されたときに、 「 http :// room 1048. jp 」 にアクセスし、 

「 Room 104引に□グインしたあと、[登録情報変更]一[八ガキを受け取日れたお客様] 
を選択してください。 
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曰常の巧り巧いとお手入れ 


A 迂后、 

•お手入れの前には、必ずパソコンやパソコンの周辺機器の電源を切り、 AC アダプタの電 
源プラグをコンセントか5抜くこと 

電源を切 b ずにお手入れをはじめると、感電するおそれびあります。 


機器への強い衝撃やが圧について 

•あらかじめ、「付録 □ B 日常の取り扱いとお手入れについて」を確認してください。 


日常の取り扱いでは、巧のことを守ってください。 

■■パソコン本体および付属品について 

•『まむしてお使いいただくために』に、パソコン本体、 AC アダプタ、電源コードを使用す 
るときに守ってほしいことび記述されています。 

あ日かじめその記述をよく読んで、必ず指示を守ってください。 

• 機器の巧れは、柔らかくきれいな乾いた巧などでふき取ってください。巧れびひどいときは、 
水に浸した布を固くしぼってか日ふきます。 

中性洗剤、揮発性の有機ミ容剤（ベンジン、シンナーなど)、化学ぞラさんなどは使用しない 
でください。 

•薬品や殺虫剤などをかけないでください。 

• ディスプレイは静かに閉じてください。 

•使用でさる環境は;欠のとおりです。 *1 
温度已〜3已。 C 、 湿度2□〜80% 

*1 使用環境条件は、本製品の動作を保証する温湿度条件であり、性能を保証するちのではありません。 

•落としたり、衝撃を与えないでください。 

• 高温になる場所や湿度の高い場所には置かないでください。 

• 水をかけたり、湿気の多いちのの上に置かないでください。 

•分解しないでください。 

• なのよラな場所で使用や保管をしないでください。 

直射日光の当たる場所/非常に高温または低温になる場所/急激な温度変化のある場所（結 
露を防ぐため）/強い磁気を帯びた場所（スピーカなどの近く）/ホコ U の多い場所/振動の 
激しい場所/薬品の充満している場所/薬品に触れる場所 
• 使用中に本体の底面や AC アダプタび熱くなることびあります。本体の動作状況により発熱 
しているだけで、故障ではありません。 
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Q 曰常の取り扱いとお手入れ 


•ケーフル類は折り巧げたり、卷さ付けたりしないでください。故障の原因となることびあり 
ます。 

•電源コードのプラグを長期間にわたって AC コンセントに接続したままにしていると、プラ 
グにホコ U びたまることびあります。定期的にホコ U をふさ取ってください。 

B キー ボード 

柔日かい乾いた素材のきれいな布でふいてください。 

巧れびひどいときは、水に浸した布を固くしぼってふきます。 

キーのすきまにゴミび入ったときは、エアーで吹き飛ばすタイプのク U —ナで取り除きます。 

ゴミび取れないときは、使用している機種名を確認してか日、購入店、または保守サービスに 
相談してください。 

飲み物など液体をこぼしたときは、ただちに電源を切り、 AC アダプタとバッテ U パックを取り 
はずして、購入店、または保守サービスに相談してください。 

MM タッチパッド 

乾いた柔 b かい素材のされいな巧でふいてください。 

巧れびひどいときは、水かめるま湯に浸した巧を固くしぼってからふきます。 


a 液晶ディスプレイ 

液晶ディスプレイの取り巧いについて 


液晶ディスプレイの破損や故障を防ぐために、なのことを必ず巧ってください。 

• 液晶ディスプレイ表面を巧さないでください。 

•液晶ディスプレイ部分をつかんで持ち上げないでください。 

• キーボード上にペン等、ちのをはさんだ状態で液晶ディスプレイを閉じないでください。 
•液晶ディスプレイを開閉する際は片手でパームレストを巧さえゆっくり開閉してください 
(無理な力を加えないでください)。 
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Q 曰常の取り扱いとお手入れ 


I 画面のぉ手入れ _ 

•画面の表面には偏光フィルムび張られています。このフィルムは傷つさやすいので、むやみ 
に触れないでください。 

表面びミちれた場合は、柔らかくされいな布で軽くふさ取ってください。水や中性洗剤、揮発 
性の有機を剤、化学ぞラさんなどは使用しないでください。 

• 無理な力の加わる扱いかた、使いかたをしないでください。 

液晶ディスプレイは、ガラス板間に液晶を配向処理してミ主入してあります。強い力を加える 
と配向び乱れ、発色や明るさび変わって元に戻日なくなる場合びあります。また、ガラス板 
を破損するおそれちあります。 

• 水滴などび長時間付着すると、変色やシミの原因になるので、すぐにふさ取ってください。 
ふさ取る際は、力を入れないで軽く行ってください。 


I 残像防止について 





IJ 


ケ 

ア 

と 

ア 


フ 

夕 

I 

ケ 

ア 


長時間同じ画面を表示したままにしていると、画面表示を変えたときに前の画面表示び残るこ 
とびあります。この現象を残像といいます。残像は、画面表示を変えることで徐々に解消され 
ますび、あまり長時間同じ画面を表示すると画像び消えなくなりますので、同じ画面を長時間 
表示するよラな使いかたは避けてください。 

また、巧の機能を利用すると、残像防止びできます。 

• スク I 」 ーンセーバーを 設定する 

スク U— ンセーパ'-の設定 『Windows ヘルプとサポート』 

•「電源オプション」で「ディスプレイの電源を切る」を設定する 

電源オプション《おたすけナビ（さくいん）：簡単に電源を切る/使用を中断する》 


I 表示にっぃて _ 

TFT カラー液晶ディスプレイは非常に高度な技術を駆使して作日れております。非点灯、常時 
点灯などの画素（ドット）びを在することびあります（有効ドット数の割合は9目.9目％(上で 
す。有効ドット数の割合とは、「対応するディスプレイの表示しラる全ドット数のラち、表示巧 
能なドット数の割合」です)。また、見る角度や温度変化によって色む日や明るさのむらび見え 
る場合びあります。これ日は、故障ではありませんので、あ日かじめご了承ください。 


I 
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Q 曰常の取り扱いとお手入れ 


mm CD / DVD/HD DVD 

CD / DVD/HD DVD の内容は故障の原因にかかわらず保障いたしかねます。製品を長持ちさ 
せ、データを保護するためにち、なのことを必ず巧ってください。 

•傷、巧れをつけないよラ、取り扱いには十分にごミ主意ください。 

• CD / DVD/HD DVD をが fD 曲げた D 、 表面を傷つけた D しなし、で<ださし、。 CD / DVD / 
HD DVD を読み込むことびできなくなります。 

• CD / DVD/HD DVD を直射日光び当たるところや、極端に暑かったり寒かったりする場所 
に置かないでください。また、 CD / DVD/HD DVD の上に重いものを置かないでください。 

• CD / DVD/HD DVD は専用のケースに入れ、清潔に保護してください。 

•巳 D / DVD/HD DVD を持つときは、外側の端か、中央の巧のところを持つようにしてくだ 
さい。 

データ記憶面に指紋をつけてしまラと、正確にデータび読み取れなくなることびあります。 

• CD / DVD/HD DVD のデータ記憶面/レーベル面とちにラベルを張らないでください。 

• CD / DVD/HD DVD のデータ記憶面に文字などを書かないでください。 

• CD / DVD/HD DVD のレーベル面に文字などを書くときは、油性のフェルトペンなどを使 
用してください。ボールペンなどの硬いちのを使用しないでください。 

• CD / DVD/HD DVD びミちれたりホコ U をかぶったりしたときは、乾燥した清潔な布でふき 
取ってください。ふさ取りは円盤に沿って環状にふくのではなく、円盤の中むか日外側に向 
かって直線状にふくようにしてください。乾燥した巧ではふき取れない場合は、水か中性洗 
剤で湿らせた巧を使用してください。ベンジンやシンナーなどの薬品は使用しないでくださ 
し、。 
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本製品には、有寿命部品び含まれています。有寿命部品の交換時期の目安は、使用頻度や使用 
環境（温湿度など）等の条件により異なりますび、本製品を通常使用した場合、 ] 曰に約8時間、 
] 力月で2已曰のご使用で約已年です。上記目安はあくまで目安であって、故障しないことや無 
料修理をお約束するちのではありません。 

なお、24時間を超えるよラな長時間連続使用等、ご使用状態によっては早期にあるいは製品の 
保証期間内でち部品交換（有料）び必要となります。 

■対象品名 

本体液晶ディスプレイ*1、八ードディスクユニット、 CD / DVD/HD DVD ドライブが、フ 
□ッピーディスクドライブ*2、キーボード、タッチパッド、 マウス* 3、冷却用ファン、ディス 
プレイ開閉部（ヒンジ）* 4 、 AC アダプタ 

* 1工場出荷時か日画面の巧るさび半減するまでの期間。 

* 2 それぞれ内蔵されているモデルび巧まです。 

*3 付属しているモデルび巧象です。 

* 4 液晶ディスプレイを開いたとさに固定するための内部部品です。 

社団法人電モ情報技術産業協会「パソコンの有寿命部品の表記に関するガイドライン」について 
http :// it . jeita . or . jp / perinfo / committee / pc /0503 parts / inclex.html 


アフターケアにごいて 



6 


保守サービスへの相談は、『東芝 PC サポートのご案内』を確認してください。 

保守-修理後はパソコン内のデータはすべて消去されます。 

保守-修理に出す前に、作成したデータの他に次のデータのバックアップをとってください。 


* メール •メールのアドレス帳 ■ U カバ U (再セットアップ）ツール 
* インターネットのお気に入り •自分で作成したデータ など 
操作方法については、「4章大切なデータを失わないために」を確認してください。 


ち寿命部品について 


呆巧サービスについて 


デ VUI ケアとアフタ—ケア— 廃棄と譲渡— 


120 



g アフターケアについて 


I 消耗品について _ 

■バッテリパック 

バッテ U パック（充電式 U チウムイオン電池）は消耗品です。 

長時間の使用により消耗し、充電機能びほ下します。 

充電機能び低下した場合は、別売りのバッテ U パックと交換してください。 

別売りのバッテ U パックと交換する前に、必ず指定の製品煙衝を確認してください。 

バッテ U バックについて『いろいろな機能を使おラ 4 章 D バッテ U について』 

■U モコン用電池について 

U モコン用電池ち消耗品です。 U モコン操作びでさなくなったり、到達距離び短くなった場合 
は、電池を交換してください。 

リモコン用電池について『映像と音楽を楽しちう1章0 U モコンを使ラには』 

I 付属品について _ 

付属品（バッテ U パック. AC アダプタなど）については、「東芝パソコンシステム.オンライ 
ンショップ」でご購入いただけます。 

■東芝パソコンシステム-オンラインショップ 

TEL : 03-3279 -白 772 

受付時間：]ひ □ □〜] 2:001 3:00-1 7:00 

(± •曰•祝日、当社指定の化曰を除く） 

URL : http :// shop . toshiba - tops . co.jp 

I 巧巧部品（な修用性能部品）の最ほ巧ち巧巧 _ 

保守部品（補修用性能部品）とは、本製品の機能を維持するために必要な部品です。 

本製品の保守部品の最低保有期間は、製品発表月か日6年己力月です。 
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mm お客様登録の削除について 

• ホームページか日削除する 

東芝 ID ( TID ) をお持ちの場合はこち日からお願いします。 

① インターネットで 「 http :// room 1048. jp 」 へ接続する 

② [□グイン]ボタンをク I 」ックする 

[セキュ U ティの警告]画面び表示された場合は、内容を確認し、 [0 のボタンをクリッ 
クしてください。 

③ [東芝 ID ( TID )] と[パスワード]に入力し、[□グイン]ボタンをク U ックする 
お客様専用ページに□グインします。 

④ ページち上の[登録情報変更]をク U ックする 
[登録情報変更メニュー]画面び表示されます。 

⑥[退会]をク U ックし、登録を削除する 

※退会ではなく、商品の削除のみのお客様は「登録情報変更」メニューで、商品削除を行っ 
てください。 

※。〇を退会されますと、 「 Shop ] 048」での TID 会員メニュー、およびポイントサービス 
などちご利用いただけなくなりますので、あ日かじめご了承ください。 

• 電話で削除ずる 

r 東芝 ID 事務局（お客様情報変更)」までご連絡ください。 

•東芝 ID 事務局（お客様情報変更） 

TEL : 0已 70-09- 1048 

受付時間： ] ひ00〜] 7:00吐•曰、祝日、東芝特別休日を除く） 

紹介しているホームページ、電話番号はお客様登録の内容変更、削除に関する問い合わせ窓口 
です。 

保守サービス、修理などの技術的な相談は、『東芝 PC サポートのご案内』を確認してください。 
法人のお客様の場合は、□グインで表示される画面び異なります。 

登録情報の変更および退会は「登録情報変更」のメニューで、ご自身で行ってしすこだくことび 
でさますび、商品の削除びでさませんので、その場合は東芝 ID 事務局までお電話でご連絡くだ 
さいますようお願いいたします。 

• 詳しくは、なのホームページを参照してください。 

URL : https://room 1 048. jp / onetoone / info / business.htm 

また U サイクルに関しては、『東芝 PC サポートのご案内』を参照してください。 



4 I 括てるとを/人に譲るとを 
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□ 捨てるとき/人に譲るとき 


U 八ードディスクドライブの内容をすべて消去ずる 

パソコン上のデータは、削除操作をしてち実際には残っています。普通の操作では読み取れな 
いよラになっていますび、特殊な方法を実行すると削除したデータでち再現でさてしまいます。 
そのよラなことびでさないよラに、パソコンを廃棄または譲ミ度する場合など、他人に見られた 
くないデータを読み取れないよラに、消去することびできます。 


A - ドディスク 
ドライブの データ 
をずベて;肖去 



(八ードディスクドライブの U カバ U ツールを使用する場合) 


なお、八ードディスクドライブに保をされている、これまでに作成したデータやプ□グラムな 
どはすべて消失します。これらを復元することはでさませんので、ミ主意してください。 

■ G 40 シリーズの場合 

八ードディスクドライブの内容を2台とち消去します。 


I 操作手順 _ 

八ードディスクドライブの内容を削除するには、八ードディスクドライブの U カバ U ツールま 
たは作成した U カバ U ディスクを使用します。 

八ードディスクドライブの U カバ U ツールを使用すると、八ードディスクドライブ内のデータ 
はすべて消去されますび、 U カバ U ツールは残ります。 

作成した U カバ U ディスクを使用すると、八ードディスクドライブ内のデータと共に U カバ U 
ツールち 消去されます。 

ここでは、八ードディスクドライブの U カバ U ツールから行う方法を例にして説明します 。 U 
カバ u ディスクか日行う場合は、手順 D の前に U カノのディスク（ディスク 1) をセットし 
てください。 



パソコンの電源を切る 

AC アダプタと電源コードを接続する 
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□ 捨てるとき/人に譲るとき 


キーボードの回（ゼロ）キーを押しなび5、パソコンの電源を入れる 

[ Qosmio ] 画面び表示されたら、指をはなしてください。 

メッセージ画面び表示されます。手順0に進んでください。 

■ リカバリディスクをセットしている場合 

• G40'>U-X 

に^キーを巧しなび日パソコンの電源を入れ、 W または W キーで CD のアイコ 
ン（旦）に力ーソルを合わせ、 I ENTER I キーを巧す 

• F40 シリーズ 

キーを巧しなびらパソコンの電源を入れ、 E またはキーでに D / DVD ] 
を選択し、 ENTER I キーを巧す 

ユーヴパスワードを設定している場合は、 「 Passwo 「 d = 」または「パスワードを入 


力して下さい。」と表示されます。ユーヴパスワードを入力して、キーを巧し 
てください。 

[復元方法の選択]画面び表示されます。 

0 [TOSHIBA Recovery Wizard] をチェックし①、[次へ]ボタンを 
クリックする③ 


<復元方法の透が> 

お元方•ぶを邊巧してください。 


' [TOSHIBA Recovery Wizard! 


' システム回復オプション 


n 巧へ曲ぃ1 1 


.① 


.② 


[システム回復オプション]には、パソコンを使用するうえでのさまざまなトラブル 
やデータ保護に対応したメニューび用意されています。詳細は《おたすけナビ》を参 
照してください。 

メッセージ画面び表示されます。 

画面の内容を確認し、[はい]ボタンをクリックする 

[復元方法の選択]画面び表示されます。 
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凸捨てるとき/人に譲るとき 


[八ードディスク上の全データの消去]をチェックし①、じ夕へ]ボタ 
ンをクリックする② 


<復元方法の選が> 

お元ち;去を還巧してくださし1。 


' ネリ巧インストールソコトウ王アの i ま元 

巧がインスト-ルソフトウ I アを误元しまず。 




■ y 、 ードデイスウ上の全デー如)消モ 

A —ドデイスウ上の全データを消去しまず。 


.① 


n 巧へのぃ化 


.② 


消去方法を選択する画面び表示されます。 


目的に合わせて、[標準データの消去]または[機密データの消去]を 
チェックし①、[巧へ]ボタンをクリックする⑨ 

通常は[標準データの消去]を選択してください。データを読み取れなくなります。 
より確実にデータを消去するためには、[機密データの消去]を選択してください。 
数時間かかりますび、データは消去されます。 






く A -ドディスウ上のをデータの消モ> 
消まで法を邊巧してください。 



このブ□むスは、ハードデイスウのサイズによって、0寺巧がかか0まず。 


貢る啦 口巧へのぃ化 


I ① 


.③ 


[八ードディスクの内容は、すべて消まされます。]画面が表示されます。 
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□ 捨てるとき/人に譲るとき 


[次へ]ボタンをクリックずる 

処理を中止する場合は、[キャンセル]ボタンをクリックしてください。 
[なへ]ボタンをクリックすると、消去が実行されます。 

消去中は、なの画面び表示されます。 


リトドディスウ上の全デー々の消去> 
データの消去 


y、- ドデイスウのデ-如巧モやです。しばらくお待ちください。 


経适時巧 

巧り時巧 XXiXXiXX 


r. 單朽刷 il 

消去び完了すると、終了画面び表示されます。 

[終了]ボタンをクリックする 

U カバ U ディスクか日行った場合は、自動的にディスクび出てきます。 U カバ U ディ 
スクを取り出してください。 


MM B-CAS 力ードについて 

パソコン本体を廃棄する場合、 B-CAS 力ードは B-CAS 力ードス□ットか日取りはずし、 

(株）ビーエス.コンディシヨナルアクセスシステムズ（略称： B-CAS) に力ードを返却して 
ください。 

B-CAS 力ードの取りはずし 

『映像と音楽を楽しもう 1 章 0-[l]-B-CAS 力ードの取りはずし』 

■ B - CAS 力ードの返却についての問い合わせ先 

株式会社ビーエス.コンディシヨナルアクセスシステムズ（略称： B-CAS) 

カスタ7—センター 
TEL : 〇已 70-000-2 已〇 
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ご使用にあたってのお願い 










ほ用に友たつてのお願い 


本書で説明している機能をご使用にあたって、知っておいていたださたいことや守っていたださ 
たいことびあります。なのお願い事項を、本書の各機能の説明とあわせて必ずお読みください。 


■■rpc 弓腿ナビ J について 

I 前のパソコンの動作擇境について _ 

•すべてのパソコンでの動作確認は行っておりません。したびって、すべてのパソコンでの動 
作は保証でさません。 

I 操作にあたつて _ 

• に章 D- ミ主意制限事項を確認する」を参照して、ま意制限事項を確認してください。 

• こん包プ□グラムび作成するこん包ファイルを分割される場合、分割されるこん包ファイル 
の大きさは、最大 2GB となります。 

•「PC 弓陋ナビ」びこん包ファイルで同時に移行できるファイル数は、最大日已 .000 ファイ 
ルです。 

• こん包プ□グラムか日こん包ファイルを作成するには、作成される予定のこん包ファイルの 
大ささの約 2.3 倍の空さ容量び、保存先の装置に必要です。 


有線 LAN にごいて 


I LAN ケーブルのほ用にあたって _ 

• LAN ケーブルは市販のものを使用してください。モジュラーケーブルは、アナ□グ電話回線 
専用です。 LAN コネクタには接続できません。 

• LAN ケーブルをパソコン本体の LAN コネクタに接続した状態で、 LAN ケーブルを引っ張っ 
たり、ノ（ソコン本体の移動をしないでください。 LAN コネクタび破損するおそれびあります。 

• LAN インタフエースを使用するとき、 ] 000BASE-T 規格は、エン八ンストカテゴ U 
(CAT 已已じ(上のケーブルおよびコネクタを使用してください。り 

] 00BASE-TX 規格は、カテゴ U 已 （CAT 已）じ(上のケーブルおよびコネクタを使用してく 
ださい。 

10BASE-T 規格は、カテゴ U3 (CAT3) L ソ上のケーブルび使用できます。 

*1G40 シ1」ーズのみ 






D ご使用にあたってのお願い 


K ■ウイルスチェック•セキュリティ巧策にごいて 
圓ほ用するにあたって _ 

• ウイルスチェックソフトびあ日かじめインス I -ールされていますび、ご使用になる場合には 
必ずウイルス定義ファイルの最新版をダウン□ー ドしてください。 

• ウイルス感染を防止するには、常に最新のウイルス定義ファイルをダウン□ー ドしてくださし、。 

•本製品に添付されている「ウイルスバスター」は目0日間の使用期限びあります。使用期限 
び切れた後は、延長の申し込み、または市販品をご検討ください。 

•市販品や異なるウイルスチェック/セキュ U ティ巧策ソフトをインス I -ールする場合は、す 
でにインストールしているウイルスチェックソフトをすべてアンインス I ルしてか日行っ 
てください。 

• Windows ファイアウォールと、「ウイルスバスター」のセキュ U ティ機能（ファイア 
ウォールなど）び両方とち有効になっていると、アプ U ケーシヨンなどび正常に動作しない 
場合びあります。 ] つのセキュ U ティ機能のみ有効にしてください。 

Windows ファイアウォールについて 

《できる dynabook レッスン27 (第4章）ウイルスや不正アクセスか5バソコンを巧るには I 》 

ウイルスチェックソフトのセキュ U テイ機能について「ウイルスバスター」のヘルプ 


■■ n - フィルタ ー4 J について 


I 巧用期 P 反について _ 

•本製品に添付されている n - フィルター4」は、初回起動時より目0日間の使用期限びありま 
す。期限び切れてしまうと、フィルター機能（有害サイトのアクセス制限機能）び切れます。 
使用期限び切れたあとち継続して使用するためには、インターネットでユーヴ登録とシリア 
ル ID を購入してください。手続きは、 n - フィルター4」設定画面の[継続利風ボタンをク 
U ックして表示される画面か日行うことびできます。 



バックアップについて 

I バックアップをとるにあたつて _ 

• ユーヴ名び U カバ U 後と異なる場合、バックアップしたデータび復元でさない場合びありま 
す。 U カバ U をする前にユーヴ名を控えてください。 

U カバ1」について「已章買ったとさの状態に戻ずには」 

•八ードディスクドライブや外部記憶メディアに保をしているデータは、万一故障び起きた場 
合や、変化/消失した場合に備えて定期的にノ（ックアップをとって保をしてください。 

八ードディスクドライブや外部記憶メディアに保をした内容の損害については、当社は一切 
その責任を負いません。 

I 化上デジタル放送について _ 

•地上デジタル放送の録画データは 、 「Qosmio AV Center 」 のムーブ機能で HD DVD - R 、 
DVD - RAM にデータを移動する場合を除き、バックアップをとることびできません。 
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D ご使用にあたってのお願い 


mm CD/DVD/HD DVD にデータのバックアップをとる ■ 
P CD / DVD/HD DVD に書を込む前に 

CD / DVD/HD DVD に書き込みを行うときは、市販のライティングソフトウェアは使用しな 
いでください。 

CD / DVD/HD DVD に書き込みを行うときは、次のミ主意をよく読んでから使用してください。 
巧日ずに使用すると、書さ込みに失敗するおそれびあります。また、ドライブへのショックな 
ど本体異常や、メディアの状態などによっては処理び正常に行えず、書さ込みに失敗すること 
びあります。 

•書さ込みに失敗した CD / DVD/HD DVD の損害については、当社は一切その責任を負いま 
せん。また、記憶内容の変化•消失など、 CD / DVD/HD DVD に保をした内容の損害およ 
び内容の損失.消失により生じる経済的損喜といったが生的損害については、当社は一切そ 
の責任を負いませんので、あ日かじめご了承ください。 

• CD / DVD/HD DVD に書さ込むとさには、それぞれの書さ込み速度に対応したメディアを 
使巧して<ださし、。 DVD - RW 、 DVD - R 、 DVD 十 RW 、 DVD 十 R、HD DVD - 阿こ書き込むと 
きには、それぞれの規格に準拠したメディアを使用してください。また、推奨するメーカの 
メディアを使用してください。 

CD / DVD/HD DVD について 

『いろいろな機能を使おう1章0 CD や DVD、HD DVD を使う』 

H * ノ（ッテ U 駆動で使用中に書き込みを行うと、ノ（ッテ U の消耗などによって書き込みに失敗す 
るおそれびあります。必ず AC アダプタを接続してパソコン本体を電源コンセントに接続し 
て使用してください。 

•書さ込みを行ラとさは、本製品の省電力機能び働かないよラにしてください。また、スリー 
プ、休止状態、シャットダウンまたは再起動を実行しないでください。 

省電力機能について《おたすけナビ（さくいん）：バソコンの使用を中断する》 

•次に示すような、ライティングソフトウェアじ(外のソフトウェアは終了させてください。 

-スク U —ンセーバ 
-ウイルスチェックソフト 

-ディスクのアクセスを高速化する常駐型ユーティ U ティ 
•音楽 CD や DVD、HD DVD の再生アプ U ケーション 
-モデムなどの通信アプ U ケーション など 

ソフトウェアによっては、動作の不安定やデータの破損の原因となります。 

• SD メモ U 力ード、 PC 力ードタイプの八ードディスクドライブ、 USB 接続などの八ード 
ディスクドライブなど、本製品の内蔵八ードディスクじ(外の記憶装置にあるデータを書さ込 
むとさは、データをいったん本製品の内蔵八ードディスクに保をしてか日書さ込みを行って 
ください。 

• LAN を経由する場合は、データをいったん本製品の内蔵八ードディスクに保をしてから書さ 
込みを行ってください。 

•「 TOSH 旧 A Disc C 旧 ator 」 は、パケットライトあ式での記録機能は備えていません。 

•「 TOSH 旧 A Disc Creator ] を使用して DVD - RAM にデータを書き込むことはできません。 
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D ご使用にあたってのお願い 


•本製品に付属している 「 TOSH 旧 A Disc creator 」 を使用して DVD - Video 、 DVD-Audio 
を作成することはできません。 

• 書き込み可能な DVD をノ（ックアップする場合は、同じ種類の書き込み可能な DVD メディア 
でないとバックアップできない場合びあります。詳細は 「 TOSH 旧 A Disc Creator 」 のへ 
ルプを参照してください。 

•著作権保護されている DVD - Video を 「 TOSH 旧 A Disc Creator 」 を使用してバックアップ 
を作成してち、作成されたメディアで映像を再生することはできません。 

•「 TOSH 旧 A Dis 巳 Creator 」 をイま用して CD - ROM 、 CD - R 、 CD - RW か bDVD - RW 、 

DVD - R 、 DVD 十 RW 、 DVD 十 R、HD DVD - R にバックアップを作成することはできません。 

•「 TOSH 旧 A Dis 巳 Creator 」 をイま用して DVD - ROM 、 DVD - Video 、 DVD - RW 、 DVD - R 、 
DVD 十 RW 、 DVD 十 R から CD - R 、 CD - RW、HD DVD - 刊こバ'ックアップを作成することはで 
さません。 

•「 TOSH 旧 A Disc Creator 」 を使用して HD DVD、HD DVD - R から CD / DVD にバック 
アップを作成することはでさません。 

• TTOSHIBA Disc Creator ] を使用して、他のソフトウェアや、家庭用 DVD ビデオレコー 
ダで作成した DVD - RVV 、 DVD - R 、 DVD + RW . DVD 十 R のパ'ックアップを作成でさなし、こ 
とびあります。 

メモ 

♦作成した HD DVD は 、 HD DVD - R の読み込みに対応しているパソコンでのみ使用できます。 


I 書宝込みを行うにあたって _ 

•タッチパッドを操作する、ウィンドウを開く、ユーヴを切り替える、画面の解像度や色数の 
変更など、パソコン本体の操作を行わないでください。 

•パソコン本体に衝撃や振動を与えないでください。 

• 書さ込み中は、周辺機器の取り付け/取りはずしを行わないでください。 

mm 周辺機器について『いろいろな機能を使おラ3章周辺機器を使って機能を広げよラ』 

•パソコン本体か日携帯電話、および他の無線通信装置を離してください。 

•重要なデータについては、書さ込み終了後、必ずデータび正しく書さ込まれたことを確認し 
てください。 

•「 TOSH 旧 A Disc creator 」 では、データび正常に書き込まれたことを確認（簡易チェッ 
ク）するよラに設定されています。 

巧の手順で確認でさます。 

① [スタート]ボタン（@)一 [すべてのプ□グラム] 一 [ TOSHIBA ] - [ CD&DVD 
アプ U ケーシヨン] 一 [Disc Creator ] をク U ックする 

「TOSHIBA Disc Creator 」 の [Startup Menu ] 画面び表示されます。 

② [データディスク作成]をク U ックする 









D ご使用にあたってのお願い 


③メインウインドウで[設定]をク U ックし、[書き込み設定]一[データディスク設定] 
をク I 」ツクする 


じ J* TOSHIBA Disc Creator 

フアイ jKF ) 表示【V)ディスク (D(f 前レブ ( H ) 


S か n か r … ■ 

1 ••ア -タ アイ 乂ク巧巧 ，| イバンゴノ 

一 f ア-タバスク就(の ) 

口 国 

いンV y ソイ aic.\,oj 

_J イメーシ^イスク唐去 (M) _ 

ドキュメント ，| 


Jr . よ.、 y 

11 


[データディスク設定]画面び表示されます。 

④[データチェック]で[書き込み後にデータをチェックする]びチェックされているか確 
認する 

[簡易チェック]と[詳細チェック]を選択することびでさます。 




mm 日常の取り巧いとお手入れについて 

I 機器へのおい衝撃や外旺について 


•機器に強い衝撃や外圧を与えないよラにミ主意してください。製品には精密部品を使用してお 
りますので、強い衝撃や外圧を加えると部品び故障するおそれびあります。 
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パーティシヨン . 

八ードディスクドライブの内容を 

すべて消去する . 

八イブリッドス1」ープ . 

パスワード . 

パソコン本体の取り扱い . 116, 

バックアップ . 72, 

日付と時刻の確認 . 

表示について . 

ブ□-ドバンド接続 . 

プ□バイダ . 

メール . 

有寿命部品 . 


セーフモー ド . 83 

タッチパッドのお手入れ . 117 

ディスクの管理 . 108 

電源コードと AC アダプタを接続する. ...] 已 

電源を入れる . 39 

電源を切る . 38 

東芝 ID . 114 
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リカバリ（再セットアップ) 
チェ ックシー ト 


U カバ U は、本ページをコピーするなどして、なの項目を順番にチェックしなびら実行してく 
ださい。本ページに記載されている各チェック項目の詳細は、 r 已章買ったときの状態に戻す 
にはーリカバリー」で説明しています。 


リカバリをする前にお認すること 


□ウイルスチェックソフトで、ウイルス感染のチェックを実行する 
□セーフモードで起動でさるかどラか実行してみる 
□周辺機器をすべて取りはずし、再度確認してみる 
□他のトラブル解消方法を探してみる 

『いろいろな機能を使おう已章バソコンの動作がおかしいとさは』 


B ) リカバリをはじめる前にしておくこと 


□① 準備ずるちの 

□『準備しよう』（本書） □『いろいろな機能を使おう』 

□この U カバ U チェックシートをコピーしたちの 
□ U カノのディスク（作成した U カバ U ディスクか日 U カノのする場合） 

□ ② 必要なデータの J 〇ックアップをとる 

バックアップをとることびできる場合は、とっておいてください。 U カバ U をすると、購入 
後に作成したデータはすべて消失します。 

□ ドキュメントのデータ □購入後にデスクトップに保をしたデータ 

□インターネットエクスプ□ーラのお気に入り 

□メール送受信データ □メールアドレス帳 

□プレインス I -ールされているアプ U ケーシヨンのデータやファイル 

□購入後にインストールしたアプ I 」ケーシヨンのデータ 

□購入後に作成したフォルダやファイル 

バックアップについて「4章大切なデータを失わないために」 

□③ アプリケーシヨンのセットアップ用のメディアを確認する 

「Microsoft Office 」 や、購入後にインス!ルしたアプ U ケーシヨンなどは、 U カバ U 後 
にインストールする必要びあります。 U カバ U した直後は、お客様びインストールしたソフ 
卜などは復元されません。ご購入されたメディアなどから再度インス I -ールしてください。 

□④ 各種設定を確認ずる 
□⑥ あらかじめ、音量を調節する 

U カバ U 後、 Windows セットアップび終了するまで音量の調節びできないためです。 

□⑥ 周辺機器をずベて取りはずす 


Km リカバリ（再セットアップ）の流れ 


U カバ U をする場合は、次のよラな流れで作業を行ってください。 

□ U カバ U (再セットアップ） □アプ U ケーシヨンのインストール 

□ Office 製品のインストール 

□周辺機器（マウス-メモ I 」 . プ I 」ンタなど）を取り付けて、設定する 
□インターネットの設定 □ウイルスチェックソフトの更新 

□ Windows Update □データの復元やメールの設定 
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東芝 PC 総合情報サイト 

http://dynabook.com/ 


まち PC あんしんヴポート 


技術のなご質問、お問いさわせ、修理のご依頼をお受けいたしまず。 

全国共通電話番号 0120 - 97-1 048 (通話料•電話ヴポート料無料） 

おかけいただくと、アナウンスが流れます。 

アナウンスに従ってご希望の窓□に該当する番号をプッシュしてください。 

電話番号は、お間違えのないよラ、ご確認の上おかけください。 

海がからの電話、携帯電話、 PHS または直収回線など回線契約によってはつなびらない 
場合びございます。その場合は TEL 日 43-2 日 8-878 日（通話料お客様負担）にお問い合わ 
せください。 

技術相談窓□受付時間：日： 00〜19 ; 0日（年中無休） 

修理相談窓□受付時間：日： 00〜22 : 00 (年末年始12/31〜1/3を除く） 

▼インターネットで修理のお申し込み 

http;//dynabook.com/assistpc/repaircenter/i repair.htm 
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お問い合わせの詳細につきましては、『東芝 PC サポートのご案内』をご参照ください。 
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